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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムとワイヤレス通信するための装置であって、前記装置は、
　第１のデータパケットと第２のデータパケットとを記憶するように構成されたメモリユ
ニットと、前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットは、連続するシー
ケンス番号を有する、
　前記メモリユニットに動作可能に結合され、前記メモリユニットから前記第１のデータ
パケットと前記第２のデータパケットとを取り出すように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに動作可能に結合されたトランシーバと、前記トランシーバは、データ
を通信するためのワイヤレスの第１のチャネルとワイヤレスの第２のチャネルとを含み、
前記装置は、前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケット
を送信することと、前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を備える前記通
信システムから第１の確認応答を前記第１のチャネルを介して受信することと、および前
記第１の確認応答が前記第１のデータパケットの成功した受信を示す受信情報を含むとい
う決定に基づいて、前記第２のチャネルを介して別の通信システムに前記第２のデータパ
ケットを送信することと、を行うように構成される、
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記第１のチャネルが、第１の周波数においてデータを通信するように構成され、前記
第２のチャネルが、第２の周波数においてデータを通信するように構成され、前記第２の
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周波数が、前記第１の周波数とは異なる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記通信システムが、前記第１のチャネルと前記第２のチャネルの両方を同時に監視す
る、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記装置が、前記第１の確認応答が前記第１のデータパケットが受信されなかったこと
を示すことを受信したとき、前記装置は、
　前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通
信システムに前記第１のデータパケットを再送信することと、および
　前記第１のデータパケットを再送信するために使用された前記第１または第２のチャネ
ルを介して第２の確認応答を受信することと、前記第２の確認応答は、前記通信システム
による前記再送信された第１のデータパケットの受信ステータスを示す受信情報を含む、
　を行うようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記装置が、ある時間の長さの間に前記第１の確認応答を受信することに失敗したとき
、前記装置は、
　前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通
信システムに前記第１のデータパケットを再送信することと、および、
　前記第１のデータパケットを再送信するために使用された前記第１または第２のチャネ
ルを介して第２の確認応答を受信することと、前記第２の確認応答は、前記通信システム
による前記再送信された第１のデータパケットの受信ステータスを示す受信情報を含む、
　を行うようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記メモリユニットは、第３のデータパケットを記憶するようにさらに構成され、ここ
において、前記プロセッサは、前記第３のパケットを取り出すようにさらに構成され、お
よび、ここにおいて、前記装置は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のパケットと前記第３のパケ
ットとを送信することと、および
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから前記第１のデータパケットと前記第
３のデータパケットとに関連付けられた受信情報を備える第２の確認応答を受信すること
と、
　を行うようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記装置は、前記第２の確認応答が、前記第１のデータパケットが受信されなかったこ
とを示すことを受信したとき、前記装置は、
　前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通
信システムに前記第１のデータパケットを再送信することと、および
　前記第１のデータパケットを再送信するために使用された前記第１または第２のチャネ
ルを介して第３の確認応答を受信することと、前記第３の確認応答は、前記通信システム
による前記再送信された第１のデータパケットの受信ステータスを示す受信情報を含む、
　を行うようにさらに構成された、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記装置が、ある時間の長さの間に前記第２の確認応答を受信することに失敗したとき
、前記装置は、
　前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通
信システムに、前記第１のパケットと前記第３のパケットとを再送信することと、および
　前記第１のデータパケットを再送信するために使用された前記第１または第２のチャネ
ルを介して第３の確認応答を受信することと、前記第３の確認応答は、前記通信システム
による前記再送信された第１のデータパケットの受信ステータスを示す受信情報を含む、
　を行うようにさらに構成された、請求項６に記載の装置。
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【請求項９】
　前記装置は、前記別の通信システムと少なくとも前記トランシーバを共有する、請求項
１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記通信システムはユーザ局を備え、前記別の通信システムはアクセスポイントを備え
る、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　第１のワイヤレスチャネルと第２のワイヤレスチャネルとを介して通信システムとワイ
ヤレス通信する方法であって、前記方法は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１のデータパケットを送信すること
と、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１の確認応答を受信することと、
前記第１の確認応答は、前記第１のデータパケットの成功した受信が行われたかどうかを
示す受信情報を含む、
　前記第１の確認応答が前記第１のデータパケットの成功した受信を示す受信情報を含む
という決定に基づいて、前記第２のチャネルを介して別の通信システムに第２のデータパ
ケットを送信することと、前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットは
、連続するシーケンス番号を有する、
　を備える、方法。
【請求項１２】
　前記第１のデータパケットを送信することは、第１の周波数において前記第１のチャネ
ルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケットを送信することを備え、
　ここにおいて、前記第１の確認応答を受信することは、前記第１のチャネルを介して前
記通信システムから前記第１の確認応答を受信することを備え、および、
　ここにおいて、前記第２のデータパケットを送信することは、第２の周波数において前
記第２のチャネルを介して前記第２のデータパケットを送信することを備える、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記通信システムは、前記第１のワイヤレスチャネルと前記第２のワイヤレスチャネル
とを同時に監視する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記方法は、
　前記第１の確認応答が、前記第１のデータパケットが受信されなかったことを示すとき
、前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケットを再送信す
ることと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第２の確認応答を受信することと、
前記第２の確認応答は、前記再送信された第１のデータパケットに関連付けられた受信情
報を含む、
　をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記方法は、
　前記第１の確認応答が、ある時間の長さの間に受信されなかったとき、前記第１のチャ
ネルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケットを再送信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第２の確認応答を受信することと、
前記第２の確認応答は、前記再送信された第１のデータパケットに関連付けられた受信情
報を備える、
　をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記方法は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに、前記第１のパケットと第３のパケッ
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トとを送信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第２の確認応答を受信することと、
前記第２の確認応答は、前記第１のデータパケットまたは第３のデータパケットのうちの
少なくとも１つに関連付けられた受信情報を含む、
　をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記方法は、
　前記第２の確認応答が、前記第１のデータパケットが成功して受信されなかったことを
示すとき、前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケットを
再送信することと、および
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第３の確認応答を受信することと、
前記第３の確認応答は、前記再送信された第１のデータパケットに関連付けられた受信情
報を含む、
　をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記方法は、
　前記第２の確認応答が、ある時間の長さの間に成功して受信されなかったとき、前記第
１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のパケットと前記第３のパケットとを
再送信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第３の確認応答を受信することと、
前記第３の確認応答は、前記第１のデータパケットまたは前記第３のデータパケットのう
ちの前記少なくとも１つに関連付けられた第３の受信情報を含む、
　をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記通信システムはユーザ局を備え、前記別の通信システムはアクセスポイントを備え
る、請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　ワイヤレスの第１のチャネルとワイヤレスの第２のチャネルとを介して通信システムと
ワイヤレス通信するための装置であって、前記装置は、
　第１のデータパケットと第２のデータパケットとを記憶するための手段と、前記第１の
データパケットおよび前記第２のデータパケットは、連続するシーケンス番号を有する、
　前記記憶手段に動作可能に結合され、前記記憶手段から前記第１のデータパケットと前
記第２のデータパケットとを取り出すように構成された処理するための手段と、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１のデータパケットを送信するため
の手段と、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１の確認応答を受信するための手
段と、前記第１の確認応答は、前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を含
む、
　前記第１の確認応答が前記第１のデータパケットの受信の肯定応答を含むという決定に
基づいて、前記第２のチャネルを介して別の通信システムに前記第２のデータパケットを
送信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項２１】
　記憶するための前記手段はメモリユニットを備え、ここにおいて、処理するための前記
手段がプロセッサを備え、ここにおいて、前記第１のデータパケットを送信するための前
記手段が送信機を備え、ここにおいて、前記第１の確認応答を受信するための前記手段が
受信機を備え、および前記第２のデータパケットを送信するための前記手段が前記送信機
を備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記通信システムはユーザ局を備え、前記別の通信システムはアクセスポイントを備え
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る、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　実行されたとき、装置に、
　第１のチャネルを介して通信システムに第１のデータパケットを送信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１の確認応答を受信することと、
前記第１の確認応答は、前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を備える、
　前記第１の確認応答が前記第１のデータパケットの成功した送信を示すかどうかを決定
することと、
　前記第１の確認応答が前記第１のデータパケットの成功した受信を示す受信情報を含む
という決定に基づいて、第２のチャネルを介して別の通信システムに第２のデータパケッ
トを送信することと、前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットは、連
続するシーケンス番号を有する、
　を行わせる、コードを備えるコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２４】
　通信システムとワイヤレス通信するための装置であって、前記装置は、
　第１のチャネルと第２のチャネルとに関連付けられた情報を記憶するように構成された
メモリユニットと、
　前記メモリユニットに動作可能に結合されたプロセッサと、前記プロセッサは、前記メ
モリユニットから前記情報を取り出すように構成される、
　前記プロセッサに動作可能に結合されたトランシーバと、前記トランシーバは、データ
を通信するためのワイヤレスの第１のチャネルとワイヤレスの第２のチャネルとを含み、
前記装置は、前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１のデータパケットを
受信することと、前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を備える第１の確
認応答を前記第１のチャネルを介して送信することと、および前記第２のチャネルを介し
て前記通信システムから第２のパケットを受信することと、を行うように構成され、前記
第１のパケットおよび前記第２のパケットは、連続するシーケンス番号を有する、
　を備える、装置。
【請求項２５】
　前記装置は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから前記第１のデータパケットを受信す
ることと、前記第１のチャネルは、第１の周波数において動作し、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１の確認応答を送信することと
、
　前記第２のチャネルを介して前記第２のパケットを受信することと、前記第２のチャネ
ルは、第２の周波数において動作する、
　を行うようにさらに構成された、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記装置が、前記第１のチャネルと前記第２のチャネルとを同時に監視する、請求項２
４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記装置は、前記装置が前記第１のデータパケットを受信することに失敗したとき、前
記第１のパケットの失敗した受信を示すために前記第１の確認応答を生成するようにさら
に構成され、および、ここにおいて、前記装置は、前記第１のチャネルを介して前記通信
システムから前記第１のパケットを受信するようにさらに構成された、請求項２４に記載
の装置。
【請求項２８】
　前記装置は、前記装置が前記第１のパケットを成功して受信したとき、前記第１のパケ
ットの成功した受信を示すために前記第１の確認応答を生成するように構成された、請求
項２４に記載の装置。
【請求項２９】
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　前記装置は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから前記１つの第１のパケットと第３の
パケットとを受信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第２の確認応答を送信することと、前
記第２の確認応答は、前記第１のパケットまたは前記第３のパケットのうちの少なくとも
１つの受信ステータスを示す受信情報を含む、
　を行うようにさらに構成された、請求項２４に記載の装置。
【請求項３０】
　前記装置は、前記装置が前記第１のパケットを受信することに失敗したとき、前記第１
のパケットの失敗した受信に関連付けられた情報を示すために前記第２の確認応答を生成
するように構成され、および、ここにおいて、前記装置は、前記第１のチャネルを介して
前記通信システムから前記第１のパケットを受信するようにさらに構成された、請求項２
９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記装置が前記第１のパケットおよび前記第３のパケットを成功して受信するとき、前
記第２の確認応答は、前記第１のパケットの成功した受信および前記第３のパケットの成
功した受信に関連付けられた情報を備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　ワイヤレスの第１のチャネルとワイヤレスの第２のチャネルとを介して通信システムと
ワイヤレス通信する方法であって、前記方法は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１のデータパケットを受信するこ
とと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１の確認応答を送信することと、前
記第１の確認応答は、前記受信された第１のデータパケットに関連付けられた第１の受信
情報を含む、
　前記第２のチャネルを介して前記通信システムから第２のパケットを受信することと、
前記第１のパケットおよび前記第２のパケットは、連続するシーケンス番号を有する、
　を備える、方法。
【請求項３３】
　前記第１のデータパケットを受信することは、第１の周波数において前記第１のチャネ
ルを介して前記通信システムから前記第１のデータパケットを受信することを備え、ここ
において、前記第１の確認応答を送信することは、前記第１のチャネルを介して前記通信
システムに前記第１の確認応答を送信することを備え、および、ここにおいて、前記第２
のパケットを受信することは、第２の周波数において前記第２のチャネルを介して前記第
２のパケットを受信することを備える、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記方法は、前記ワイヤレスの第１のチャネルと前記ワイヤレスの第２のチャネルとを
監視することをさらに備える、請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　前記方法は、
　前記第１のデータパケットが受信されなかったことを示すために、前記第１の確認応答
を設定することと、
　前記第１のデータパケットが受信されなかったとき、前記第１のチャネルまたは前記第
２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通信システムから前記第１のパケット
の再送信を受信することと
　をさらに備える、請求項３２に記載の方法。
【請求項３６】
　前記方法は、前記第１のパケットが成功して受信されたことを示すために前記第１の確
認応答を設定することをさらに備える、請求項３２に記載の方法。
【請求項３７】
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　前記方法は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから前記１つの第１のパケットと第３の
パケットとを受信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第２の確認応答を送信することと、前
記第２の確認応答は、前記第１のパケットまたは前記第３のパケットのうちの少なくとも
１つに関連付けられた受信情報を含む、
　をさらに備える、請求項３２に記載の方法。
【請求項３８】
　前記方法は、
　前記第１のパケットが受信されなかったことを示すために前記第２の確認応答を設定す
ることと、
　前記第１のパケットが前記第１のチャネルを介して受信されなかったとき、前記第１の
チャネルを介して前記通信システムから前記第１のパケットを受信することと
　をさらに備える、請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記方法は、前記第１のパケットおよび前記第３のパケットが成功して受信されるとき
、前記第１のパケットの成功した受信と前記第３のパケットの成功した受信とを示すため
に、前記第２の確認応答を設定することをさらに備える、請求項３７に記載の方法。
【請求項４０】
　ワイヤレスの第１のチャネルとワイヤレスの第２のチャネルとを介して通信システムと
ワイヤレス通信するための装置であって、前記装置は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１のデータパケットを受信するた
めの手段と、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１の確認応答を送信するための手段
と、前記第１の確認応答は、第１のデータに関連付けられた第１の受信情報を備え、
　前記第２のチャネルを介して前記通信システムから第２のパケットを受信するための手
段と、前記第１のパケットおよび前記第２のパケットは、連続するシーケンス番号を有す
る、
　を備える、装置。
【請求項４１】
　前記第１のデータパケットを受信するための前記手段は受信機を備え、ここにおいて、
前記第１の確認応答を送信するための前記手段が送信機を備え、および、ここにおいて、
前記第２のパケットを受信するための前記手段が前記受信機を備える、請求項４０に記載
の装置。
【請求項４２】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能なコードを備えるコンピュータ可読記憶
媒体であって、
　第１のチャネルを介して通信システムから第１のデータパケットを受信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１の確認応答を送信することと、前
記第１の確認応答は、前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を備える、
　第２のチャネルを介して前記通信システムから第２のパケットを受信することと、前記
第１のパケットおよび前記第２のパケットは、連続するシーケンス番号を有する、
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３年３
月８日に出願された「SYSTEMS AND METHODS FOR SEAMLESS DATA STREAM TRANSFER DURING
 BAND SWITCH BETWEEN WIRELESS STATIONS」と題する米国非仮出願第１３／７９１，７８
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６号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本出願は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、帯域および／またはチ
ャネル切替えとバッファ管理とによってより高い全体的スループットを達成し、通信効率
を改善する動作を含む、ワイヤレス　デュアルコンカレント帯域（ＤＣＢ：dual concurr
ent band）または複数コンカレント帯域（ＭＣＢ：multiple concurrent band）を有する
システム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワーク
は、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり
得る、地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークはそれぞれ、ワイドエ
リアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）に指定
され得る。ネットワークはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続する
ために使用される交換／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信
のために採用される物理媒体のタイプ（たとえば、ワイヤード対ワイヤレス）、および使
用される通信プロトコルのセット、たとえば、インターネットプロトコルスイート、同期
光ネットワーキング（ＳＯＮＥＴ：Synchronous Optical Networking）、イーサネット（
登録商標）などによって異なる。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり、し
たがって動的接続性の必要を有するときに、またはネットワークアーキテクチャが、固定
ではなくアドホックなトポロジーで形成される場合に好適である。ワイヤレスネットワー
クは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用して、非誘導伝
搬モードで無形物理媒体を採用し得る。ワイヤレスネットワークは、固定ワイヤードネッ
トワークと比較して、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを有利な形で可能にす
る。
【０００５】
　[0005]ワイヤレスネットワーク中のデバイスは、互いの間で情報を送信／受信し得る。
その情報は、いくつかの態様ではデータユニットと呼ばれることがあるパケットを含み得
る。パケットは、ネットワークを介してパケットをルーティングすること、パケット中の
データを識別すること、パケットを処理することなどを行うのに役立つオーバーヘッド情
報（たとえば、ヘッダ情報、パケットプロパティなど）、ならびに、パケットのペイロー
ド中で搬送され得るようなデータ、たとえばユーザデータ、マルチメディアコンテンツな
どを含み得る。
【０００６】
　[0006]ＩＥＥＥ８０２．１１規格の最近の発展はＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を複数の周波
数帯域上に拡張する。これらの帯域は、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ／ｇ／ｎのための２ＧＨ
ｚ周波数帯域、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｎ／ａｃのための５ＧＨｚ周波数帯域、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ａｄのための６０ＧＨｚ周波数帯域、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈのための
９００ＭＨｚ周波数帯域、およびＩＥＥＥ８０２．１１ａｆのためのＴＶＷＳ帯域を含む
。最近の技術は、ワイヤレスデバイスが複数の帯域上でコンカレントに動作することを可
能にする。ＭＣＢ局（ＳＴＡ）およびＭＣＢアクセスポイント（ＡＰ）では、複数のリン
クがＳＴＡとＡＰとの間に確立され得る。多くのＷｉ－Ｆｉ製品は、２ＧＨｚ周波数帯域
と５ＧＨｚ周波数帯域とを通常含む、ＤＣＢをサポートする。ＤＣＢ　ＳＴＡおよびＤＣ
Ｂ　ＡＰは、両方の周波数帯域上でコンカレントに動作し、より高い全体的スループット
を達成し得る。しかしながら、そのようなＤＣＢ動作モードは、より高い電力消費を引き
起こし得、したがって有益でないことがある。したがって、ＤＣＢ　ＳＴＡまたはＭＣＢ
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　ＳＴＡが、関連付けられたＡＰとともに動作周波数帯域を動的に切り替えることができ
れば望ましいであろう。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本発明のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
それらのうちの単一の態様が単独でそれの望ましい属性を担当しない。次に、以下の特許
請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定することなしに、いくつかの特徴が手短
に説明される。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形態」と題するセク
ションを読めば、本発明の特徴が、低電力および長距離ワイヤレス通信のためのサブギガ
ヘルツ帯域中でのワイヤレス通信を提供することを含む利点をどのように提供するかが理
解されよう。
【０００８】
　[0008]本開示の一態様は、第１のワイヤレスチャネルと第２のワイヤレスチャネルとを
介して通信システムとワイヤレス通信するための装置を提供する。本装置は、第１のデー
タパケットと第２のデータパケットとを記憶するように構成されたメモリユニットを含む
。第１のデータパケットおよび第２のデータパケットは、連続するシーケンス番号を有す
る。本装置は、メモリユニットに動作可能に結合され、メモリユニットから第１のデータ
パケットと第２のデータパケットとを取り出すように構成されたプロセッサをさらに含む
。本装置は、プロセッサに動作可能に結合され、第１のチャネルまたは第２のチャネルの
うちの少なくとも第１の１つを介して通信システムに第１のデータパケットを送信するよ
うに構成構成されたトランシーバをさらに含む。本装置は、第１のチャネルを介して通信
システムに第１のデータパケットを送信することと、第１のチャネルを介して通信システ
ムから第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を含む第１の確認応答を受信する
ことと、本装置が、第１の確認応答が、第１のデータパケットの成功した受信を示す受信
情報を含むことを決定した後、第２のチャネルを介して通信システムに第２のデータパケ
ットを送信することとを行うために構成される。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様は、第１のワイヤレスチャネルと第２のワイヤレスチャネルと
を介して通信システムとワイヤレス通信する方法を提供する。本方法は、第１のチャネル
を介して通信システムに第１のデータパケットを送信することを含む。本方法は、第１の
チャネルを介して通信システムから第１の確認応答を受信することをさらに含む。第１の
確認応答は、第１のデータパケットの成功した受信を示す第１の受信情報を備える。本方
法は、第１の確認応答が第１の受信情報の成功した確認応答を含むとき、第２のチャネル
を介して通信システムに第２のデータパケットを送信することをさらに含む。
【００１０】
　[0010]本開示のまた別の態様は、第１のワイヤレスチャネルと第２のワイヤレスチャネ
ルとを介して通信システムとワイヤレス通信するための装置を提供する。本装置は、第１
のチャネルを介して通信システムに第１のデータパケットを送信するための手段を含む。
本装置は、第１のチャネルを介して通信システムから第１の確認応答を受信するための手
段をさらに含む。第１の確認応答は、第１のデータパケットの成功した受信を示す受信情
報を備える。本装置は、第１の確認応答が第１の受信情報の成功した確認応答を含むとき
、第２のチャネルを介して通信システムに第２のデータパケットを送信するための手段を
さらに含む。
【００１１】
　[0011]本開示の一態様は、第１のワイヤレスチャネルと第２のワイヤレスチャネルとを
介して通信システムとワイヤレス通信するための装置を提供する。本装置は、第１のチャ
ネルを介して通信システムから第１のデータパケットを受信することと、第１のチャネル
を介して通信システムから第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を含む第１の
確認応答を送信することと、第２のチャネルを介して通信システムから第２のパケットを
受信することとを行うために構成される。第１のパケットおよび第２のパケットは、連続
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するシーケンス番号を有する。
【００１２】
　[0012]本開示の別の態様は、第１のワイヤレスチャネルと第２のワイヤレスチャネルと
を介して通信システムとワイヤレス通信する方法を提供する。本方法は、第１のチャネル
を介して通信システムから第１のデータパケットを受信することを含む。本方法は、第１
のチャネルを介して通信システムに第１の確認応答を送信することをさらに含む。第１の
確認応答は、第１のデータパケットに関連付けられた第１の受信情報を備える。本方法は
、第２のチャネルを介して通信システムから第２のパケットを受信することをさらに含む
。第１のパケットおよび第２のパケットは、連続するシーケンス番号を有する。
【００１３】
　[0013]本開示のまた別の態様は、第１のワイヤレスチャネルと第２のワイヤレスチャネ
ルとを介して通信システムとワイヤレス通信するための装置を提供する。本装置は、第１
のチャネルを介して通信システムから第１のデータパケットを受信するための手段ための
手段を含む。本装置は、第１のチャネルを介して通信システムに第１の確認応答を送信す
るための手段をさらに含む。第１の確認応答は、第１のデータパケットに関連付けられた
第１の受信情報を備える。本装置は、第２のチャネルを介して通信システムから第２のパ
ケットを受信するための手段をさらに含む。第１のパケットおよび第２のパケットは、連
続するシーケンス番号を有する。
【００１４】
　[0014]本開示の一態様は、第１のチャネルと第２のチャネルとを介して通信システムと
ワイヤレス通信するための装置を提供する。本装置は、第１のチャネルからのデータパケ
ットを記憶するように構成された第１のバッファと、第２のチャネルからのデータパケッ
トを記憶するように構成された第２のバッファとを含む。本装置は、第１のバッファの第
１の開始シーケンス番号、第１のバッファの第１のウィンドウサイズ、第２のバッファの
第２の開始シーケンス番号、および第２のバッファの第２のウィンドウサイズを備える情
報を記憶するように構成されたメモリユニットをさらに含む。本装置は、第１のバッファ
と、第２のバッファと、メモリユニットとに動作可能に結合されたプロセッサをさらに含
み、プロセッサは、第２の開始シーケンス番号に第１の開始シーケンス番号をコピーする
ことと、第２のウィンドウサイズに第１のウィンドウサイズをコピーすることとを行うた
めに構成される。
【００１５】
　[0015]本開示の別の態様は、第１のチャネルと第２のチャネルとを介して通信システム
とワイヤレス通信する方法を提供する。本方法は、第２のバッファの第２の開始シーケン
ス番号に第１のバッファの第１の開始シーケンス番号をコピーすることを含む。本方法は
、第２のバッファの第２のウィンドウサイズに第１のバッファの第１のウィンドウサイズ
をコピーすることをさらに含む。第１のバッファは、第１のチャネルからのデータパケッ
トを記憶するように構成される。第２のバッファは、第２のチャネルからのデータパケッ
トを記憶するように構成される。
【００１６】
　[0016]本開示のまた別の態様は、第１のチャネルと第２のチャネルとを介して通信シス
テムとワイヤレス通信するための装置を提供する。本装置は、第２のバッファの第２の開
始シーケンス番号に第１のバッファの第１の開始シーケンス番号をコピーするための手段
を含む。本装置は、第２のバッファの第２のウィンドウサイズに第１のバッファの第１の
ウィンドウサイズをコピーするための手段をさらに含む。第１のバッファは、第１のチャ
ネルからのデータパケットを記憶するように構成される。第２のバッファは、第２のチャ
ネルからのデータパケットを記憶するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】[0017]少なくとも１つの例示的な実装形態による、本開示の態様が採用され得る
例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
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【図２】[0018]少なくとも１つの例示的な実装形態による、図１のワイヤレス通信システ
ム内で採用され得る例示的なワイヤレスデバイスの機能ブロック図。
【図３】[0019]ワイヤレス通信を送信するために図２のワイヤレスデバイスにおいて利用
され得る例示的な構成要素の機能ブロック図。
【図４】[0020]ワイヤレス通信を受信するために図２のワイヤレスデバイスにおいて利用
され得る例示的な構成要素の機能ブロック図。
【図５】[0021]複数コンカレント帯域をもつ例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図６】[0022]デュアルコンカレント帯域をもつ別の例示的なワイヤレス通信システムを
示す図。
【図７Ａ】[0023]様々な実装形態による、例示的な通信方法のフローチャート。
【図７Ｂ】[0024]様々な実装形態による、通信方法の一例の別のフローチャート。
【図８】[0025]２つのアクセスポイントをもつ例示的なワイヤレス通信システムを示す図
。
【図９Ａ】[0026]様々な実装形態による、例示的な通信方法のフローチャート。
【図９Ｂ】[0027]様々な実装形態による、通信方法の別の例のフローチャート。
【図１０】[0028]ブロック確認応答アーキテクチャの一例の機能ブロック図。
【図１１】[0029]様々な実装形態による、通信方法の一例のフローチャート。
【図１２】[0030]様々な実装形態による、例示的な通信方法の別のフローチャート。
【図１３】[0031]様々な実装形態による、通信方法の一例の別のフローチャート。
【図１４】[0032]例示的な通信システムの機能ブロック図。
【図１５】[0033]別の例示的な通信システムの機能ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　[0034]添付の図面を参照しながら新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が以
下でより十分に説明される。ただし、本教示の開示は、多くの異なる形態で実施され得、
本開示全体にわたって提示されるいずれかの特定の構造または機能に限定されるものと解
釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の
範囲を当業者に十分に伝えるように与えられる。本明細書の教示に基づいて、本開示の範
囲は、本発明の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、本発明の他の態様と組み合わさ
れるにせよ、本明細書で開示される新規のシステム、装置、および方法のいかなる態様を
もカバーするものであることを、当業者なら諒解されたい。たとえば、本明細書に記載さ
れる態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実施され得る。さらに、
本発明の範囲は、本明細書に記載される本発明の様々な態様に加えてまたはそれらの態様
以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのような装置ま
たは方法をカバーするものとする。本明細書で開示される任意の態様が請求項の１つまた
は複数の要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００１９】
　[0035]本明細書では特定の態様が説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換
は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点が説明されるが、本開
示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、本開示の
態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロトコルに
広く適用可能であるものとし、それらのいくつかが例として、図および好適な態様につい
ての以下の説明において示される。発明を実施するための形態および図面は、本開示を限
定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲および
それの均等物によって定義される。
【００２０】
　[0036]ＩＥＥＥ８０２．１１規格および技術の最近の発展は、Ｗｉ－Ｆｉを複数の周波
数帯域上に拡張し、ワイヤレスデバイスが複数の帯域上でコンカレントに動作することを
可能にする。複数コンカレント帯域ＳＴＡおよび複数コンカレント帯域ＡＰが、両方の周
波数帯域上でコンカレントに動作し、より高い全体的スループットを達成し得る。しかし
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ながら、そのような複数コンカレント帯域動作モードは、より高い電力消費を引き起こし
得、したがって常に有益であるとは限らないことがある。したがって、複数コンカレント
帯域ＳＴＡが、関連付けられたＡＰとともに動作周波数帯域を動的に切り替えることがで
きれば望ましいであろう。本出願は、一般に、ワイヤレス通信を改善するシステム、方法
およびデバイスに関し、より詳細には、帯域および／またはチャネル切替えとバッファ管
理とによってより高い全体的スループットを達成し、通信効率を改善する動作を含む、ワ
イヤレスデュアルコンカレント帯域（ＤＣＢ）または複数コンカレント帯域（ＭＣＢ）を
有するシステム、方法、およびデバイスに関する。
【００２１】
　[0037]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキングプロト
コルを採用して、近接デバイスを互いに相互接続するために使用され得る。本明細書で説
明される様々な態様は、Ｗｉ－Ｆｉ、またはより一般的には、ワイヤレスプロトコルのＩ
ＥＥＥ８０２．１１ファミリーの任意のメンバーなど、任意の通信規格に適用され得る。
たとえば、本明細書で説明される様々な態様は、サブ１ＧＨｚ帯域を使用し得るＩＥＥＥ
８０２．１１ａｈプロトコルと相互動作するかまたはそれの一部として使用され得る。た
だし、多種多様な他の帯域およびワイヤレスプロトコルが、本明細書で説明される実施形
態によって企図されることを諒解されたい。
【００２２】
　[0038]いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域中のワイヤレス信号は、直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）、直接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence spre
ad spectrum）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、
８０２．１１プロトコルに従って送信され得る。本明細書で説明される実装形態は、セン
サー、メータリング、およびスマートグリッドネットワークのために使用され得る。有利
には、いくつかの実施形態の態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバイスより
も少ない電力を消費し得、および／または比較的長い距離、たとえば約１キロメートル以
上にわたってワイヤレス信号を送信するために使用され得る、ワイヤレスデバイスを含み
得る。これらのデバイスは、エネルギー蓄積デバイスによって与えられる電力に基づいて
動作するように構成され得、長い時間期間（たとえば、数カ月または数年）の間エネルギ
ー蓄積デバイスを交換することなしに動作するように構成され得る。
【００２３】
　[0039]本明細書で説明されるデバイスのうちのいくつかは、さらに、多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）技術を実装し得る。ＭＩＭＯシステムは、データ伝送のために複数（ＮT）個の
送信アンテナと複数（ＮR）個の受信アンテナとを採用する。ＮT個の送信アンテナとＮR

個の受信アンテナとによって形成されるＭＩＭＯチャネルは、空間チャネルまたはストリ
ームとも呼ばれるＮS個の独立チャネルに分解され得、ただし、ＮS≦ｍｉｎ｛ＮT，ＮR｝
である。ＮS個の独立チャネルの各々は、１つの次元に対応する。複数の送信アンテナお
よび受信アンテナによって生成された追加の次元数が利用された場合、ＭＩＭＯシステム
は改善された性能（たとえば、より高いスループットおよび／またはより大きい信頼性）
を与えることができる。
【００２４】
　[0040]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイスであるアクセ
スポイント（「ＡＰ」）およびクライアント（局、または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）があ
り得る。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働き、ＳＴＡはＷＬＡ
Ｎのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコンピュータ、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡは、インターネットまたは
他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を取得するためにＷｉ－Ｆｉ（たとえば
、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。い
くつかの実装形態では、ＳＴＡはＡＰとして使用されることもある。
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【００２５】
　[0041]また、アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントロ
ーラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、トランシーバ基
地局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ
、無線トランシーバ、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装
されるか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。
【００２６】
　[0042]また、局「ＳＴＡ」は、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット
、移動局、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイ
ス、ユーザ機器、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装され
るか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態で
は、アクセス端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「Ｓ
ＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」
）、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続
された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示される
１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォン）、コ
ンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポー
タブルコンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテインメント
デバイス（たとえば、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジオ）、ゲームデバイ
スまたはシステム、全地球測位システムデバイス、あるいはワイヤレス媒体を介して通信
するように構成された他の好適なデバイスに組み込まれ得る。本明細書で説明されるデバ
イスは、ＳＴＡとして使用されるにせよ、ＡＰとして使用されるにせよ、他のデバイスと
して使用されるにせよ、スマートメータリングのためにまたはスマートグリッドネットワ
ークにおいて使用され得る。そのようなデバイスは、センサー適用例を与えるか、または
ホームオートメーションにおいて使用され得る。デバイスは、代わりにまたは追加として
、たとえばパーソナルヘルスケアのためにヘルスケアコンテキストにおいて使用され得る
。それらのデバイスはまた、（たとえば、ホットスポットとともに使用する）拡張された
範囲のインターネット接続性を可能にするために、またはマシンツーマシン通信を実装す
るために、監視のために使用され得る。
【００２７】
　[0043]図１に、本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１規格に従
って動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６ａ、１０６ｂ、１０６
ｃ、１０６ｄ、および１０６ｅ（総称してＳＴＡ１０６）と通信する、ＡＰ１０４を含み
得る。
【００２８】
　[0044]ＳＴＡ１０６ｅは、ＡＰ１０４と通信するのが困難であり得るか、または範囲外
にあり、ＡＰ１０４と通信することができないことがある。したがって、別のＳＴＡ１０
６ｄが、ＳＴＡ１０６ｅとＡＰ１０４との間の通信を中継するリレー１１２として構成さ
れ得る。
【００２９】
　[0045]様々なプロセスおよび方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の、ワイヤレス
通信システム１００における送信のために使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／
ＯＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信され得る。
この場合、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれるこ
とがある。代替的に、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間
で送信および受信され得る。この場合、ワイヤレス通信システム１００はＣＤＭＡシステ
ムと呼ばれることがある。
【００３０】
　[0046]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を可能にする通信
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リンクはダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６のうちの１つ
または複数からＡＰ１０４への送信を可能にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１
０と呼ばれることがある。代替的に、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チ
ャネルと呼ばれることがあり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネル
と呼ばれることがある。
【００３１】
　[0047]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
てワイヤレス通信カバレージを与え得る。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連付けられ、ま
た通信のためにＡＰ１０４を使用する、ＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ）と呼ばれることがある。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有し
ないことがあり、むしろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能し得る
ことに留意されたい。したがって、本明細書で説明されるＡＰ１０４の機能は、ＳＴＡ１
０６のうちの１つまたは複数によって代替的に実施され得る。
【００３２】
　[0048]図２に、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス２
０２において利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明細
書で説明される様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。たとえ
ば、ワイヤレスデバイス２０２は、図１のＡＰ１０４、またはＳＴＡ１０６のうちの１つ
を備え得る。
【００３３】
　[0049]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４は中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれるこ
ともある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含
み得るメモリ２０６は、命令とデータとをプロセッサ２０４に与える。メモリ２０６の一
部分は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含み得る。プロセッサ２０４
は、一般に、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて論理演算と算術演算
とを実施する。メモリ２０６中の命令は、本明細書で説明される方法を実装するために実
行可能であり得る。
【００３４】
　[0050]ワイヤレスデバイス２０２が送信ノードとして実装または使用されるとき、プロ
セッサ２０４は、複数のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダタイプのうちの１つを選
択することと、そのＭＡＣヘッダタイプを有するパケットを生成することとを行うために
構成され得る。たとえば、プロセッサ２０４は、以下でさらに詳細に説明されるように、
ＭＡＣヘッダとペイロードとを備えるパケットを生成することと、どんなタイプのＭＡＣ
ヘッダを使用すべきかを決定することとを行うために構成され得る。
【００３５】
　[0051]ワイヤレスデバイス２０２が受信ノードとして実装または使用されるとき、プロ
セッサ２０４は、複数の異なるＭＡＣヘッダタイプのパケットを処理するように構成され
得る。たとえば、プロセッサ２０４は、以下でさらに説明されるように、パケット中で使
用されたＭＡＣヘッダのタイプを決定し、それに応じてパケットおよび／またはＭＡＣヘ
ッダのフィールドを処理するように構成され得る。
【００３６】
　[0052]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シス
テムを備えるか、またはそれの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎
用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専用ハードウ
ェア有限状態機械、あるいは情報の計算または他の操作を実施することができる任意の他
の好適なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
【００３７】
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　[0053]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をも含み得る。ソ
フトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハード
ウェア記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈され
たい。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能コード形
式、または任意の他の好適なコード形式の）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数
のプロセッサによって実行されたとき、処理システムに本明細書で説明される様々な機能
を実施することを行わせる。
【００３８】
　[0054]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔ロケーショ
ンとの間のデータの送信および受信を可能にするために送信機２１０と受信機２１２とを
含み得るハウジング２０８を含み得る。送信機２１０と受信機２１２とは組み合わされて
トランシーバ２１４になり得る。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に取り付けられ、
トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス２０２は、複数の送信
機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナをも含み得る（
図示せず）。
【００３９】
　[0055]送信機２１０は、異なるＭＡＣヘッダタイプを有するパケットをワイヤレス送信
するように構成され得る。たとえば、送信機２１０は、上記で説明されたプロセッサ２０
４によって生成された異なるタイプのヘッダとともにパケットを送信するように構成され
得る。
【００４０】
　[0056]受信機２１２は、異なるＭＡＣヘッダタイプを有するパケットをワイヤレス受信
するように構成され得る。いくつかの態様では、受信機２１２は、以下でさらに詳細に説
明されるように、使用されたＭＡＣヘッダのタイプを検出し、それに応じてパケットを処
理するように構成される。
【００４１】
　[0057]ワイヤレスデバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号のレ
ベルを検出し、定量化するために使用され得る、信号検出器２１８をも含み得る。信号検
出器２１８は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりの
エネルギー、電力スペクトル密度および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデバイス
２０２は、信号を処理する際に使用するデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０をも含
み得る。ＤＳＰ２２０は、送信のためのデータユニットを生成するように構成され得る。
いくつかの態様では、データユニットは物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ：physical
 layer data unit）を備え得る。いくつかの態様では、ＰＰＤＵはパケットと呼ばれる。
【００４２】
　[0058]ワイヤレスデバイス２０２は、第２の低電力受信機２２８を備えるウェイクアッ
プ回路２３０をさらに備え得る。一態様では、低電力受信機２２８は、動作中に受信機２
１４によって通常消費される電力よりも少ない電力を消費するように構成され得る。たと
えば、低電力受信機２２８は、トランシーバ２１４と比較して、動作しているときに１０
倍、２０倍、５０倍、または１００倍程度（またはそれ以上）少ない電力を消費するよう
に構成され得る。一態様では、低電力受信機２２８は、ＯＦＤＭおよび他の同等の技法に
基づいて信号を送信および受信するように構成され得るトランシーバ２１４と比較して、
オンオフキーイングまたは周波数シフトキーイング（ＦＳＫ）などの変調／復調技法を使
用して信号を受信するように構成され得る。低電力受信機２２８を有するワイヤレスデバ
イス２０２であるＳＴＡ１０６は、本明細書では低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅと呼ばれる
ことがある。低電力受信機２２８を含まないことがある、または、トランシーバ２１４が
アクティブにされるモードで動作していることがある、他のＳＴＡは、本明細書ではＳＴ
Ａ１０６と呼ばれることがある。
【００４３】
　[0059]ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様では、ユーザインターフェース２
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２２をさらに備え得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロフォン
、スピーカー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース２２２
は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を搬送し、および／またはそのユーザから
入力を受信する、任意の要素または構成要素を含み得る。
【００４４】
　[0060]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、バスシステム２２６によって互
いに結合され得る。バスシステム２２６は、たとえば、データバスを含み得、ならびに、
データバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含み得る。
ワイヤレスデバイス２０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して、互いに結合され
るか、あるいは互いに入力を受け付けるかまたは与え得ることを、当業者は諒解されよう
。
【００４５】
　[0061]いくつかの別個の構成要素が図２に示されているが、それらの構成要素のうちの
１つまたは複数は、組み合わされるかまたは共通に実装され得る。たとえば、プロセッサ
２０４は、プロセッサ２０４に関して上記で説明された機能を実装するためだけでなく、
信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上記で説明された機能を実装する
ためにも使用され得る。さらに、図２に示された構成要素の各々は、複数の別個の要素を
使用して実装され得る。さらに、プロセッサ２０４は、以下で説明される構成要素、モジ
ュール、回路などのいずれかを実装するために使用され得、または各々が複数の別個の要
素を使用して実装され得る。
【００４６】
　[0062]参照しやすいように、ワイヤレスデバイス２０２が送信ノードとして構成される
とき、それは以下ではワイヤレスデバイス２０２ｔと呼ばれる。同様に、ワイヤレスデバ
イス２０２が受信ノードとして構成されるとき、それは以下ではワイヤレスデバイス２０
２ｒと呼ばれる。ワイヤレス通信システム１００中のデバイスは、送信ノードの機能のみ
、受信ノードの機能のみ、または送信ノードと受信ノードの両方の機能を実装し得る。
【００４７】
　[0063]上記で説明されたように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４、ＳＴＡ１
０６、または低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅを備え得る。図３に、ワイヤレス通信を送信す
るためにワイヤレスデバイス２０２ｔにおいて利用され得る様々な構成要素を示す。図３
に示された構成要素は、たとえば、ＯＦＤＭ通信を送信するために、使用され得る。
【００４８】
　[0064]図３のワイヤレスデバイス２０２ｔは、送信のためにビットを変調するように構
成された変調器３０２を備え得る。たとえば、変調器３０２は、たとえばコンスタレーシ
ョンに従ってビットを複数のシンボルにマッピングすることによって、プロセッサ２０４
（図２）またはユーザインターフェース２２２（図２）から受信されたビットから複数の
シンボルを決定し得る。それらのビットは、ユーザデータまたは制御情報に対応し得る。
いくつかの態様では、それらのビットはコードワードにおいて受信される。一態様では、
変調器３０２は、ＱＡＭ（直交振幅変調）変調器、たとえば１６ＱＡＭ変調器または６４
ＱＡＭ変調器を備える。他の態様では、変調器３０２は、２位相シフトキーイング（ＢＰ
ＳＫ）変調器または４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）変調器を備える。
【００４９】
　[0065]ワイヤレスデバイス２０２ｔは、変調器３０２からのシンボルまたはさもなけれ
ば変調されたビットを時間領域に変換するように構成された変換モジュール３０４をさら
に備え得る。図３では、変換モジュール３０４は、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：inve
rse fast Fourier transform）モジュールによって実装されるものとして示されている。
いくつかの実装形態では、異なるサイズのデータのユニットを変換する複数の変換モジュ
ール（図示せず）があり得る。いくつかの実装形態では、変換モジュール３０４は、それ
自体が、異なるサイズのデータのユニットを変換するように構成され得る。たとえば、変
換モジュール３０４は、複数のモードで構成され得、各モードでシンボルを変換するため
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に異なる数の点を使用し得る。たとえば、ＩＦＦＴは、３２個のトーン（すなわち、サブ
キャリア）上で送信されているシンボルを時間領域に変換するために３２点が使用される
モードと、６４個のトーン上で送信されているシンボルを時間領域に変換するために６４
点が使用されるモードとを有し得る。変換モジュール３０４によって使用される点の数は
、変換モジュール３０４のサイズと呼ばれることがある。変換モジュール３０４は、１２
８点、２５６点、５１２点、および１０２４点が使用される追加のモードなどに従って動
作するように構成され得ることを諒解されたい。
【００５０】
　[0066]図３では、変調器３０２および変換モジュール３０４は、ＤＳＰ３２０中で実装
されるものとして示されている。しかしながら、いくつかの態様では、変調器３０２と変
換モジュール３０４の一方または両方が、プロセッサ２０４中でまたはワイヤレスデバイ
ス２０２ｔの別の要素（たとえば、図２に関する上記の説明を参照）中で実装される。
【００５１】
　[0067]上記で説明されたように、ＤＳＰ３２０は、送信のためのデータユニットを生成
するように構成され得る。いくつかの態様では、変調器３０２および変換モジュール３０
４は、制御情報を含む複数のフィールドと複数のデータシンボルとを備えるデータユニッ
トを生成するように構成され得る。
【００５２】
　[0068]図３の説明に戻ると、ワイヤレスデバイス２０２５は、変換モジュールの出力を
アナログ信号に変換するように構成されたデジタルアナログ変換器３０６をさらに備え得
る。たとえば、変換モジュール３０６の時間領域出力は、デジタルアナログ変換器３０６
によってベースバンドＯＦＤＭ信号に変換され得る。デジタルアナログ変換器３０６は、
プロセッサ２０４中でまたは図２のワイヤレスデバイス２０２の別の要素中で実装され得
る。いくつかの態様では、デジタルアナログ変換器３０６は、トランシーバ２１４（図２
）中でまたはデータ送信プロセッサ中で実装される。
【００５３】
　[0069]アナログ信号は送信機３１０によってワイヤレス送信され得る。アナログ信号は
、送信機３１０によって送信される前に、たとえばフィルタ処理されることによってある
いは中間またはキャリア周波数にアップコンバートされることによって、さらに処理され
得る。図３に示された態様では、送信機３１０は送信増幅器３０８を含む。送信されるよ
り前に、アナログ信号は送信増幅器３０８によって増幅され得る。いくつかの態様では、
増幅器３０８は低雑音増幅器（ＬＮＡ）を備える。
【００５４】
　[0070]送信機３１０は、アナログ信号に基づいてワイヤレス信号中で１つまたは複数の
パケットまたはデータユニットを送信するように構成される。それらのデータユニットは
、プロセッサ２０４（図２）および／またはＤＳＰ３２０を使用して、たとえば上記で説
明されたように変調器３０２および変換モジュール３０４を使用して、生成され得る。上
記で説明されたように生成され、送信され得るデータユニットが以下でさらに詳細に説明
される。
【００５５】
　[0071]図４に、ワイヤレス通信を受信するために図２のワイヤレスデバイス２０２にお
いて利用され得る様々な構成要素を示す。図４に示された構成要素は、たとえば、ＯＦＤ
Ｍ通信を受信するために、使用され得る。いくつかの態様では、図４に示された構成要素
は、１ＭＨｚ以下の帯域幅上でデータユニットを受信するために使用される。たとえば、
図４に示された構成要素は、図３に関して上記で説明された構成要素によって送信された
データユニットを受信するために使用され得る。
【００５６】
　[0072]ワイヤレスデバイス２０２ｒの受信機４１２は、ワイヤレス信号中で１つまたは
複数のパケットまたはデータユニットを受信するように構成される。以下で説明されるよ
うに受信され、復号され、またはさもなければ処理され得るデータユニット。
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【００５７】
　[0073]図４に示された態様では、受信機４１２は受信増幅器４０１を含む。受信増幅器
４０１は、受信機４１２によって受信されたワイヤレス信号を増幅するように構成され得
る。いくつかの態様では、受信機４１２は、自動利得制御（ＡＧＣ：automatic gain con
trol）プロシージャを使用して受信増幅器４０１の利得を調整するように構成される。い
くつかの態様では、自動利得制御は、たとえば、利得を調整するために、受信されたショ
ートトレーニングフィールド（ＳＴＦ：short training field）など、１つまたは複数の
受信されたトレーニングフィールド中の情報を使用する。当業者はＡＧＣを実施するため
の方法を理解されよう。いくつかの態様では、増幅器４０１はＬＮＡを備える。
【００５８】
　[0074]ワイヤレスデバイス２０２ｒは、受信機４１２からの増幅されたワイヤレス信号
をそれのデジタル表現に変換するように構成されたアナログデジタル変換器４１０を備え
得る。増幅されることに加えて、ワイヤレス信号は、デジタルアナログ変換器４１０によ
って変換される前に、たとえばフィルタ処理されることによってあるいは中間またはベー
スバンド周波数にダウンコンバートされることによって、処理され得る。アナログデジタ
ル変換器４１０は、プロセッサ２０４（図２）中でまたはワイヤレスデバイス２０２ｒの
別の要素中で実装され得る。いくつかの態様では、アナログデジタル変換器４１０は、ト
ランシーバ２１４（図２）中でまたはデータ受信プロセッサ中で実装される。
【００５９】
　[0075]ワイヤレスデバイス２０２ｒは、ワイヤレス信号の表現を周波数スペクトルに変
換するように構成された変換モジュール４０４をさらに備え得る。図４では、変換モジュ
ール４０４は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ：fast Fourier transform）モジュールによっ
て実装されるものとして示されている。いくつかの態様では、変換モジュールは、それが
使用する各点についてシンボルを識別し得る。図３を参照しながら上記で説明されたよう
に、変換モジュール４０４は、複数のモードで構成され得、各モードで信号を変換するた
めに異なる数の点を使用し得る。たとえば、変換モジュール４０４は、３２個のトーン上
で受信された信号を周波数スペクトルに変換するために３２点が使用されるモードと、６
４個のトーン上で受信された信号を周波数スペクトルに変換するために６４点が使用され
るモードとを有し得る。変換モジュール４０４によって使用される点の数は、変換モジュ
ール４０４のサイズと呼ばれることがある。いくつかの態様では、変換モジュール４０４
は、それが使用する各点についてシンボルを識別し得る。変換モジュール４０４は、１２
８点、２５６点、５１２点、および１０２４点が使用される追加のモードなどに従って動
作するように構成され得ることを諒解されたい。
【００６０】
　[0076]ワイヤレスデバイス２０２ｒは、データユニットがそれを介して受信されるチャ
ネルの推定値を形成することと、チャネル推定値に基づいてチャネルのいくつかの影響を
除去することとを行うように構成された、チャネル推定器および等化器４０５をさらに備
え得る。たとえば、チャネル推定器４０５は、チャネルの関数を近似するように構成され
得、チャネル等化器は、その関数の逆を周波数スペクトルにおけるデータに適用するよう
に構成され得る。
【００６１】
　[0077]ワイヤレスデバイス２０２ｒは、等化されたデータを復調するように構成された
復調器４０６をさらに備え得る。たとえば、復調器４０６は、たとえばコンスタレーショ
ンにおけるビットとシンボルとのマッピングを逆転させることによって、変換モジュール
４０４とチャネル推定器および等化器４０５とによって出力されたシンボルから複数のビ
ットを決定し得る。それらのビットは、プロセッサ２０４（図２）によって処理または評
価され得るか、あるいはユーザインターフェース２２２（図２）に情報を表示するかまた
はさもなければ出力するために、使用され得る。このようにして、データおよび／または
情報が復号され得る。いくつかの態様では、それらのビットはコードワードに対応する。
一態様では、復調器４０６は、ＱＡＭ（直交振幅変調）復調器、たとえば１６ＱＡＭ復調
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器または６４ＱＡＭ復調器を備える。他の態様では、復調器４０６は、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ）復調器または４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）復調器を備える。
【００６２】
　[0078]図４では、変換モジュール４０４と、チャネル推定器および等化器４０５と、復
調器４０６とは、ＤＳＰ４２０中で実装されるものとして示されている。しかしながら、
いくつかの態様では、変換モジュール４０４と、チャネル推定器および等化器４０５と、
復調器４０６とのうちの１つまたは複数が、プロセッサ２０４（図２）中でまたはワイヤ
レスデバイス２０２（図２）の別の要素中で実装される。
【００６３】
　[0079]上記で説明されたように、受信機２１２において受信されたワイヤレス信号は、
１つまたは複数のデータユニットを備える。上記で説明された機能または構成要素を使用
して、データユニットまたはそれの中のデータシンボルは、復号され評価されるか、ある
いはさもなければ評価または処理され得る。たとえば、プロセッサ２０４（図２）および
／またはＤＳＰ４２０は、変換モジュール４０４と、チャネル推定器および等化器４０５
と、復調器４０６とを使用して、データユニット中のデータシンボルを復号するために、
使用され得る。
【００６４】
　[0080]ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６とによって交換されるデータユニットは、上記で説明
されたように、制御情報またはデータを含み得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、これ
らのデータユニットは物理レイヤプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ：physical layer
 protocol data unit）と呼ばれることがある。いくつかの態様では、ＰＰＤＵはパケッ
トまたは物理レイヤパケットと呼ばれることがある。各ＰＰＤＵはプリアンブルとペイロ
ードとを備え得る。プリアンブルはトレーニングフィールドとＳＩＧフィールドとを含み
得る。ペイロードは、たとえば、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダまたは他のレイ
ヤのためのデータ、および／またはユーザデータを備え得る。ペイロードは、１つまたは
複数のデータシンボルを使用して送信され得る。本明細書のシステム、方法、およびデバ
イスは、ピーク対電力比が最小限に抑えられたトレーニングフィールドをもつデータユニ
ットを利用し得る。
【００６５】
　[0081]図３に示されたワイヤレスデバイス２０２ｔは、アンテナを介して送信されるべ
き単一の送信チェーンの一例を示している。図４に示されたワイヤレスデバイス２０２ｒ
は、アンテナを介して受信されるべき単一の受信チェーンの一例を示している。いくつか
の実装形態では、ワイヤレスデバイス２０２ｔまたは２０２ｒは、データを同時に送信す
るために複数のアンテナを使用してＭＩＭＯシステムの一部分を実装し得る。
【００６６】
　[0082]したがって、いくつかの実装形態は、異なる周波数範囲において様々な異なる帯
域幅を使用してワイヤレス信号を送ることを対象とする。たとえば、例示的な一実装形態
では、シンボルは、１ＭＨｚの帯域幅を使用して送信または受信されるために構成され得
る。図２のワイヤレスデバイス２０２は、いくつかのモードのうちの１つで動作するよう
にされ得る。あるモードでは、ＯＦＤＭシンボルなどのシンボルが、１ＭＨｚの帯域幅を
使用して送信または受信され得る。別のモードでは、シンボルが、２ＭＨｚの帯域幅を使
用して送信または受信され得る。４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、１６ＭＨｚなどの帯域幅を使用し
てシンボルを送信または受信するために追加のモードも与えられ得る。帯域幅はチャネル
幅と呼ばれることもある。さらに、たとえば、２．４ＧＨｚ帯域または５ＧＨｚ帯域中の
２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚなどの帯域幅を使用するなどの、追加のモードまた
は構成が可能である。
【００６７】
　[0083]ＳＴＡ１０６（図１）では、電力消費の有意な発生源は、パケット受信中に、お
よび、特に、受信機がオンであり、パケットを受信するのを待っている時間中にのいずれ
かに、受信モードでＳＴＡ１０６によって費やされた長い時間に起因し得る。バッテリー
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式ＳＴＡでは、送信電力が受信電力に匹敵し得るが、受信時間が送信時間よりもはるかに
長いことがある。特にバッテリーを使用して動作しているとき、電力消費を低減するため
にＳＴＡのアウェイク時間を低減することが望ましい。アウェイク時間、アウェイク期間
、アウェイクモードまたはアクティブモードは、ＳＴＡがワイヤレス信号をアクティブに
受信および／または送信しているような、ＳＴＡの動作である。ＳＴＡ１０６のアウェイ
ク時間を低減するための１つの方法は、ある短い時間間隔を除く時間間隔の大部分の間に
ＳＴＡ受信機２１２（図２）をオフにすることである。この場合、送信機２１０（図２）
と受信機２１２はオン／オフサイクルに関して合意し得る。場合によっては、これはフレ
キシブルまたは効率的でないことがある。たとえば、一般的な適用例では、トラフィック
パターンが予測可能でないことがある。さらに、合意されたアウェイク時間はトラフィッ
クパターンにマッチしないことがあり、したがって一部のアウェイク時間が役に立たない
ことがある。さらに、トラフィックは、ＳＴＡ１０６がオフである時間に来ることがあり
、ＳＴＡ１０６がウェイクアップするまで、パケットを配信するための方法がないことが
ある。
【００６８】
　[0084]一実施形態では、本明細書で説明された低電力受信機２２８（図２）が低電力受
信機ＳＴＡ１０６ｅ中に設けられ得る。一態様では、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅはＡＰ
１０４と通信し得る。この場合、将来の通信パラメータおよびアクティビティを決定する
ために、ある情報が低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅとＡＰ１０４との間で交換される、関連
付け（たとえば、登録）プロシージャがあり得る。別の態様では、低電力受信機ＳＴＡ１
０６ｅは、各々に関連付けられていない他のＳＴＡとの間で通信し得る。
【００６９】
　[0085]一態様では、低電力受信機２２８は、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅが動作中であ
る間、実質的に無期限にオンのままであり得る。別の態様では、低電力「ウェイクアップ
」受信機２２８は、エネルギー消費をさらに低減するために、所与のスケジュールによっ
て定義されるようにオン／オフデューティサイクルに従って動作し得る。たとえば、プロ
セッサ２０４またはコントローラ（図示せず）がそのスケジュールを調整し得る。さらに
、プロセッサ２０４は、場合によっては、低電力受信機２２８が、異なる持続時間および
時間期間（たとえば、他のスリープ期間と比較して、たとえば業務時間中のアウェイク期
間。スリープ期間またはスリープモードは、ワイヤレスデバイスが、はるかに少ない電力
さらには０電力を消費するためにワイヤレス信号をアクティブに受信または送信していな
い、ワイヤレスデバイスの動作である。）の間にウェイクアップ信号をリッスンするとき
を制御するように構成され得る。
【００７０】
　[0086]一実施形態によれば、スリープを最大にするために、アナログおよびデジタルで
あるトランシーバ２１４は、オフである（たとえば、電源切断される）ために構成され得
る。電力供給される唯一の回路はＲＦウェイクアップ回路２３０である。ＲＦウェイクア
ップ回路２３０の低電力受信機２２８は特定のＲＦ信号構造をリッスンし得る。検出され
たとき、ＲＦウェイクアップ回路２３０は、アナログおよびデジタルであるトランシーバ
２１４をオンにするかまたはさもなければアクティブにする。場合によっては、トランシ
ーバ２１４およびモデムは、（トランシーバ２１４が電力供給されたままであると仮定す
ると）ウェイクアップするために約１００～２００μｓを要し得る。ウェイクアップ時間
は、ＰＬＬ収束時間と、較正係数のローディングと、他のレジスタローディングとの関数
であり得る。場合によっては、ウェイクアップ時間は、トランシーバ２１４が同様に完全
に電源切断された場合、約２ｍｓと同じくらい大きいことがある。したがって、一態様で
は、ウェイクアップパケットは、トランシーバ２１４が、ウェイクアップし、データを受
信し始め、特殊ＲＦ信号構造を含むために、ある時間期間の間、ワイヤレス媒体を予約し
得る。
【００７１】
　[0087]いくつかの実施形態では、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅが他のＳＴＡに関連付け
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られないことがある。たとえば、ＳＴＡ１０６ｅと他のＳＴＡはＡＰに関連付けられない
ことがあり、互いとのそれらの対話はイベントおよび一時的近接（たとえば、非同期動作
）に基づく。たとえば、ある建築物中で、バッテリー式の小さいセンサーが各部屋中に配
置される。各センサーは低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅとして構成され得る。上記で説明さ
れたように、ＳＴＡ１０６ｅのトランシーバ２１４は、電力を節約するために、通常オフ
である。ＳＴＡ１０６として構成された、スマートフォンが、その建築物に入り、たとえ
ば、センサーＳＴＡ１０６ｅのロケーションを発見するかまたはコマンドを発行するため
に、センサーＳＴＡ１０６ｅと対話することを希望する。スマートフォンＳＴＡ１０６は
低電力ウェイクアップ信号を発行する。近隣センサーＳＴＡ１０６ｅは、ウェイクアップ
回路２３０を使用して低電力ウェイクアップ信号を検出することと、トランシーバ２１４
（無線機）をアクティブにするかまたはオンにすることとを行うために構成され得る。セ
ンサーＳＴＡ１０６ｅは、そのロケーションを示すパケットをプロアクティブに送るか、
または、センサーＳＴＡ１０６ｅは、どのアクションをとるべきかを決定するためにスマ
ートフォンＳＴＡ１０６からのパケットの受信を待つ。
【００７２】
　[0088]ウェイクアップ回路２３０は、いくつかのモードに従って動作するように構成さ
れ得る。たとえば、第１のモードでは、低電力受信機２２８は、常時オンであり、ウェイ
クアップパケットを受信するのを待っている。これは、最速応答を保証し得るが、より高
い電力消費を生じる。別のモードでは、低電力ウェイクアップ受信機２２８は、常時オン
ではなく、ウェイクアップデューティサイクルに従って動作し得る。ウェイクアップデュ
ーティサイクルは許容対話遅延に適応され得る。場合によっては、ウェイクアップ信号は
、したがって、オン状態にある受信機を見つけるために複数回送られ得る。
【００７３】
　[0089]他の実施形態では、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅがＡＰ１０４に関連付けられ得
る。したがって、一態様では、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅの対話は、ＡＰ１０４とのも
のであり、ＡＰ１０４との協働を活用することができる（たとえば、同期動作が可能であ
る）。たとえば、関連付けられるとき、既存の節電モードを向上させるための方法があり
得る。たとえば、節電モードでは、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、ビーコンを受信する
ためにウェイクアップし得る。ビーコンは、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅが、（たとえば
、ページングされた）ダウンリンクデータを受信するためにさらにアウェイクのままでい
る必要があるかどうかを示す。さらに、低電力ウェイクアップ受信機２２８に関する拡張
があり得、ここで、ＡＰ１０４は、ビーコンの前に、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅがビー
コンにおいてページングされる（またはされ得る）かどうかを示す低電力ウェイクアップ
信号を送る。低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅが確実にページングされない場合、低電力受信
機ＳＴＡ１６０ｅは、電力を節約するために、ビーコンを受信するためにトランシーバ２
１４をオンにする必要はない。これらの場合、低電力受信機２２８は、ウェイクアップ信
号を受信するために、ビーコンの前に少なくともしばらくオンである必要があり得る。
【００７４】
　[0090]さらに、関連付けを使用することによって、トラフィック仮定に基づく利益があ
り得る。たとえば、ダウンリンクデータの低い確率があり得るとき、（この場合低電力受
信機ＳＴＡ１０６ｅは、低電力ウェイクアップ信号の後に大部分の時間スリープし得る。
さらに、低電力ウェイクアップ信号が、ビーコンがいつ来ているかを示す場合、長いスリ
ープ時間および大きいクロックドリフトの場合、利益があり得る。低電力受信機ＳＴＡ１
０６３は、その時間までトランシーバ２１４をオンにする必要はない。
【００７５】
　[0091]ＲＦ低電力ウェイクアップ信号は、他のデータ信号と同じチャネル上で送信され
得る。たとえば、低電力ウェイクアップ信号は、Ｗｉ－Ｆｉデータ信号と同じチャネル上
で送信され得る。したがって、他のデータとの共存が与えられる。より詳細には、Ｗｉ－
Ｆｉ信号との共存が与えられ得る。一態様では、様々な考慮事項が、共存を与えるために
考慮に入れられ得る。たとえば、ウェイクアップ信号は、Ｗｉ－Ｆｉ信号よりも狭い帯域
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幅を有し得る。さらに、ウェイクアップ信号がどれくらい狭帯域であり得るかに関する規
制制限があり得、これは、感度／範囲に関する制限を暗示し得る。低電力受信機ＳＴＡ１
０６ｅは、電力制約され、おそらくそれら自体低い送信電力を使用し得る。したがって、
関連付けられた状態にある（たとえば、ＡＰ１０４に近い可能性がある）ＳＴＡ１０６ｅ
の場合、ダウンリンクリンクバジェットはアップリンクリンクバジェットよりも数ｄＢ良
いことがある。さらに、低ウェイクアップ受信機２２８の感度が通常の受信機よりも最高
約２０ｄＢ悪いことが許容でき得る。関連付けられていないＳＴＡの場合、近接度適用例
（たとえばロケーションタグ、関連付けられていないシナリオ）について、それらの適用
例は、範囲があまり重要でないことがあるので、より少ない感度を必要とし得る。
【００７６】
　[0092]図５に、複数コンカレント周波数帯域、すなわち、周波数帯域５０６ａ、５０６
ｂ、５０６ｃおよび５０６ｄをもつ例示的なワイヤレス通信システム５００を示す。ワイ
ヤレス通信システム５００は、少なくとも１つのＳＴＡ５０２とＡＰ５０４とを含む。Ｓ
ＴＡ５０２は、周波数帯域５０６ａ～５０６ｄのうちの少なくとも１つを介してＡＰ５０
４とワイヤレス通信するように構成される。図５に示された実装形態では、ワイヤレス帯
域５０６ａは、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ／ｇ／ｎ通信プロトコルおよび／または規格のた
めに使用され得る２ＧＨｚ帯域である。ワイヤレス帯域５０６ｂは、ＩＥＥＥ８０２．１
１ａ／ｎ／ａｃ通信プロトコルおよび／または規格のために使用され得る５ＧＨｚ帯域で
ある。ワイヤレス帯域５０６ｃは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈ通信プロトコルおよび／ま
たは規格のために使用され得る９００ＭＨｚ帯域である。ワイヤレス帯域５０６ｄは、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１ａｄ通信プロトコルおよび／または規格のために使用され得る６０Ｇ
Ｈｚ帯域である。
【００７７】
　[0093]ワイヤレス通信システム５００の一実装形態では、ＳＴＡ５０２は４つの周波数
帯域５０６ａ～５０６ｄをサポートする。ＳＴＡ５０２は、４つの周波数帯域５０６ａ～
５０６ｄの少なくともサブセット上でＡＰ５０４に関連付けられるために構成される。Ｓ
ＴＡ５０２とＡＰ５０４との間のこの関連付けは、規格および／または実装形態によって
、あるいはユーザエレクションおよび／または利用可能なユーザ統計値に基づいて、あら
かじめ決定され得る。別の実装形態では、ＳＴＡ５０２は、さらに、４つの周波数帯域５
０６ａ～５０６ｄの少なくともサブセット上で動作する。この動作も、規格および／また
は実装形態によって、あるいはユーザ選択および／または利用可能なユーザスタティック
に基づいて、あらかじめ決定され得る。
【００７８】
　[0094]ワイヤレス通信システム５００のいくつかの実装形態では、ＳＴＡ５０２とＡＰ
５０４は、２つまたはそれ以上のよりもコンカレント周波数帯域上で動作する。例示的な
ＤＣＢ動作では、ＳＴＡ５０２とＡＰ５０４は、すべての４つの周波数帯域５０６ａ～５
０６ｄのうちの２つの上でコンカレントに動作する。例示的なＭＣＢ動作では、ＳＴＡ５
０２とＡＰ５０４は、すべての４つの周波数帯域５０６ａ～５０６ｄのうちの３つ以上の
上でコンカレントに動作する。例示的なＤＣＢ動作または例示的なＭＣＢ動作では、ＳＴ
Ａ５０２とＡＰ５０４は、ＳＴＡ５０２がＡＰ５０４とともに１つの周波数帯域のみの上
で動作する、単一帯域動作の全体的スループットよりも高い全体的スループットを達成す
る。例示的なＤＣＢ動作または例示的なＭＣＢ動作では、ＳＴＡ５０２とＡＰ５０４は、
単一帯域動作の電力よりも多くの電力を消費する。
【００７９】
　[0095]いくつかの他の実装形態では、ＳＴＡ５０２は、単一の周波数帯域を介してＡＰ
５０４に動的に関連する。たとえば、ＳＴＡ５０２は、第１の時間期間中に周波数帯域５
０６ｃを介してＡＰ５０４に関連し得る。第２の時間期間中に、ＳＴＡ５０２は、周波数
帯域５０６ｄを介してＡＰ５０４に関連し得る。さらに、ワイヤレス通信システム５００
の別の実装形態では、ＳＴＡ５０２とＡＰ５０４は、それらの間で動作帯域を動的に切り
替える。たとえば、ＳＴＡ５０２とＡＰ５０４は、最初に周波数帯域５０６ａ上で動作し
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得る。後で、ＳＴＡ５０２とＡＰ５０４は、周波数帯域５０６ｂ上で動作するために切り
替わり得る。
【００８０】
　[0096]ワイヤレス通信システム５００の関連付けおよび／または動作中に周波数帯域を
動的に切り替えることの多くの理由があり得る。１つの理由は、周波数帯域５０６ａ～５
０６ｄのうちのいくつかの上でのいくつかの動作が、他の周波数帯域上でのいくつかの動
作よりも高いスループットを与え得ることである。たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ
規格のための５ＧＨｚ周波数帯域およびＩＥＥＥ８０２．１１１ａｄ規格のための６０Ｇ
Ｈｚ周波数帯域が、１Ｇｂｐｓ超のデータレートの動作をサポートし得る。ＩＥＥＥ８０
２．１１ａｈ規格のための９００ＭＨｚ周波数帯域が、１０Ｍｂｐｓよりも小さいデータ
レートの動作をサポートし得る。別の理由は、いくつかの周波数帯域が、他の周波数帯域
が与えるよりも大きいカバレージエリアを与え得ることである。たとえば、２ＧＨｚ周波
数帯域のカバレージ範囲が１００ｍ超に拡張し得る。しかしながら、６０ＧＨｚ周波数帯
域のカバレージ範囲が１０ｍよりも小さいことがある。また別の理由は、いくつかの周波
数帯域が、他の周波数帯域が与えるよりも高いレベルの電力効率を与え得ることである。
別の理由は、いくつかの周波数帯域が、動作の時間期間中に他の周波数帯域よりも混雑し
ていることがあるからである。たとえば、２ＧＨｚ周波数帯域上で、ある時間期間中にコ
ードレスフォン、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）デバイス、ＷｉＦｉ（登録商標）デバ
イスならびに多くの他の技術およびデバイスを動作させることがあり得る。しかしながら
、５ＧＨｚ周波数帯域が、同じ時間期間中に２ＧＨｚ周波数帯域よりも混雑していないこ
とがある。
【００８１】
　[0097]いくつかの実装形態では、ＳＴＡが、一定数のエラーパケットを受信し、および
／または対応する受信機からＳＴＡが予想する一定数の確認応答を逃した後、ＳＴＡは、
帯域切替えを行い、ＳＴＡが動作している（１つまたは複数の）現在の周波数帯域のうち
の少なくとも１つから少なくとも別の周波数帯域に切り替わることになる。いくつかの他
の実装形態では、ＳＴＡが、あるしきい値よりも小さい、信号対雑音比値、雑音レベル、
および／または受信ビット誤り率（ＢＥＲ：bit error rate）を測定した後、ＳＴＡは、
帯域切替えを行い、ＳＴＡが動作している（１つまたは複数の）現在の周波数帯域のうち
の少なくとも１つから少なくとも別の周波数帯域に切り替わることになる。別の実装形態
では、ＳＴＡは、ＳＴＡが、あらかじめ定義されたシグナリングフレームから命令を受信
したとき、帯域切替えを行うことになる。
【００８２】
　[0098]図６に、デュアルコンカレント周波数帯域、すなわち、周波数帯域６０６ａおよ
び６０６ｂをもつ例示的なワイヤレス通信システム６００を示す。周波数帯域６０６ａは
５ＧＨｚ周波数帯域であり、周波数帯域６０６ｂは２ＧＨｚ周波数帯域である。ワイヤレ
ス通信システム６００は、２つのＳＴＡ６０２ａおよび６０２ｂと１つのＡＰ６０４とを
含む。図６に示されているように、ＳＴＡ６０２ａは、周波数帯域６０６ａを介してＡＰ
６０４と通信し、ＳＴＡ６０２ｂは、周波数帯域６０６ｂを介してＡＰ６０４と通信する
。ＳＴＡ６０２ａは、周波数帯域６０６ａと周波数帯域６０６ｂの両方をサポートする。
さらに、ＳＴＡ６０２ａとＡＰ６０４との間の距離は、ＳＴＡ６０２ｂとＡＰ６０４との
間の距離よりも短い。したがって、ＳＴＡ６０２ａは、ＳＴＡ６０２ａがそれの現在の位
置にあるとき、高性能動作のために構成され得、ＳＴＡ６０２ｂは、ＳＴＡ６０２ｂがそ
れの現在の位置にあるとき、良好なカバレージ動作のために構成され得る。
【００８３】
　[0099]ワイヤレス通信システム６００の一実装形態では、ＳＴＡ６０２ａが、それの元
の位置からＳＴＡ６０２ｂの現在の位置に移動するとき、ＳＴＡ６０２ａは、それの元の
５ＧＨｚ動作帯域から２ＧＨｚ動作帯域に切り替わる。帯域切替え中に、ウェブブラウジ
ング、ビデオストリーミング、ビデオ呼および／またはボイス呼など、ＳＴＡ６０２ａと
ＡＰ６０４との間の通信接続に対する最小の中断があることが望まいことがある。



(24) JP 6169732 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

【００８４】
　[00100]図７Ａおよび図７Ｂに、ＡＰ（たとえば、図６のＡＰ６０４）とＳＴＡ（たと
えば、図６のいずれかのＳＴＡ６０２）との間の例示的な通信方法の２つのフローチャー
トを示す。図７Ａに示された方法は、ＡＰ、たとえば、図６のＡＰ６０４によって実施さ
れ得る。図７Ｂに示された方法は、ＳＴＡ、たとえば、図６のＳＴＡ６０２ａによって実
施され得る。ＡＰ６０４は、周波数帯域６０６ａまたは周波数帯域６０６ｂのうちの少な
くとも１つを介してＳＴＡ６０２ａとワイヤレス通信するように構成される。
【００８５】
　[00101]図７Ａに示されているように、ブロック７０２において、ＡＰ６０４は、少な
くとも１つの第１のデータパケット（たとえば、サービスデータユニット（ＳＤＵ：serv
ice data unit）、ＭＡＣ　ＳＤＵ（ＭＳＤＵ：MAC SDU）、ＭＡＣプロトコルデータユニ
ット（ＭＰＤＵ：MAC protocol data unit）、またはアグリゲートＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤ
Ｕ：aggregated MPDU））と第２のデータパケットとを生成するように構成される。ブロ
ック７０４において、ＡＰ６０４は、周波数帯域６０６ａまたは周波数帯域６０６ｂのう
ちの少なくとも１つを介してＳＴＡ６０２ａに第１のデータパケットを送信する。いくつ
かの実装形態では、第１のデータパケットは周波数帯域６０６ａを介してＳＴＡ６０２ａ
に送られる。ブロック７０４において第１のデータパケットを送信した後に、ＡＰ６０４
は、ブロック７０６において、周波数帯域６０６ａまたは周波数帯域６０６ｂのうちの最
小１つを介してＳＴＡ６０２ａから送信された確認応答を検出するように構成される。い
くつかの実装形態では、ＳＴＡ６０２ａは、周波数帯域６０６ａを介して確認応答を送る
。したがって、ＡＰ６０４は、周波数帯域６０６ａを介して確認応答を検出するように構
成される。ＡＰ６０４が、ＳＴＡ６０２ａからの肯定応答（ＡＣＫ）を検出した場合、Ａ
Ｐ６０４は、ブロック７０８において、周波数帯域６０６ｂを介してＳＴＡ６０２ａに局
への第２のデータパケットを送信する。一実装形態では、第１のデータパケットおよび第
２のデータパケットは、連続するシーケンス番号を有する。他の場合、ＡＰ６０４は、ブ
ロック７１０において、２つの周波数帯域６０６ａおよび６０６ｂのうちの少なくとも別
の１つを介してＳＴＡ６０２ａに第１のデータパケットを再送信する。
【００８６】
　[00102]図７Ｂは、ＳＴＡ６０２ａによって実施される方法の対応するフローチャート
を示している。ブロック７１２において、ＳＴＡ６０２ａは、周波数帯域６０６ａまたは
６０６ｂのうちの少なくとも１つを介してＡＰ６０４によって送られた第１のデータパケ
ットを受信するように構成される。一実装形態では、ＳＴＡは、周波数帯域６０６ａを介
して第１のデータパケットを受信するように構成される。ブロック７１４において、ＳＴ
Ａ６０２ａは、次いで、第１のデータパケットを復調し、復号し、確認応答を生成する。
ＳＴＡ６０２ａが第１のデータパケットを成功して受信した場合、ＳＴＡ６０２ａは、ブ
ロック７１６において、周波数帯域６０６ａまたは６０６ｂのうちの少なくとも１つを介
してＡＰ６０４にＡＣＫを送信する。他の場合、ＳＴＡ６０２ａは、ブロック７２０にお
いて、周波数帯域６０６ａまたは６０６ｂのうちの少なくとも別の１つを介してＡＰ６０
４に否定応答（ＮＡＫ）を送り得る。一実装形態では、ＳＴＡ６０２ａは、周波数帯域６
０６ａを介してＡＰ６０４にＡＣＫまたはＮＡＫのいずれかを送信するように構成される
。ＳＴＡ６０２ａが、ブロック７１４においてＡＰから第１のデータパケットを成功して
受信した後、ＳＴＡ６０２ａは、周波数帯域６０６ｂを介してＡＰ６０４によって送信さ
れた第２のデータパックを受信する。いくつかの実装形態では、第１のデータパケットお
よび第２のデータパケットは、連続するシーケンス番号を有する。
【００８７】
　[00103]図８に、２つのＡＰ８０４ａおよび８０４ｂと１つのＳＴＡ８０２とをもつ例
示的なワイヤレス通信システム８００を示す。ＳＴＡ８０２は、ＡＰ８０４ａのＭＡＣ　
ＩＤまたは論理チャネル８０６ａを使用してＡＰ８０４ａと通信する。ＳＴＡ８０２はま
た、ＡＰ８０４ｂのＭＡＣ　ＩＤまたは論理チャネル８０６ｂを使用してＡＰ８０４ｂと
通信し得る。論理チャネルがＭＡＣ　ＩＤによって一意に識別され得る。論理チャネル８
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０６ａおよび８０６ｂは、同じ周波数チャネルまたは帯域において動作し得る。論理チャ
ネル８０６ａおよび８０６ｂはまた、２つの異なる周波数チャネルまたは帯域において動
作し得る。ＡＰ８０４ａおよび８０４ｂのうちのいずれか１つについて、それは少なくと
も１つのＭＡＣ　ＩＤを有し得、１つのＭＡＣ　ＩＤが、少なくとも１つの論理チャネル
を識別するために使用され得る。
【００８８】
　[00104]一実装形態では、ＳＴＡ８０２は、２つの周波数帯域８０６ａおよび８０６ｂ
を介して、各ＡＰがそれら２つの周波数帯域のうちの１つの上で動作する、２つの物理Ａ
Ｐ８０４ａおよび８０４ｂと通信するように構成される。この場合、２つのＡＰ８０４ａ
および８０４ｂは、両方とも、それら２つの周波数帯域の間でＳＴＡ８０２とともに帯域
切替えを実施するように構成される。
【００８９】
　[00105]別の実装形態では、ＳＴＡ８０２は、ＳＴＡ８０２が少なくとも１つのＡＰと
通信する間、少なくとも２つの周波数帯域８０６ａおよび８０６ｂ上で単一のＭＡＣアド
レスを使用するように構成される。別の実装形態では、ＳＴＡは、ＳＴＡがＡＰと通信す
るとき、２つの異なる周波数帯域上で２つの異なるＭＡＣアドレス８０６ａおよび８０６
ｂを使用するように構成される。
【００９０】
　[00106]いくつかの実装形態では、２つのＡＰ８０４ａおよび８０４ｂは、２つの仮想
ＡＰであり、２つの異なるＭＡＣ　ＩＤ８０６ａおよび８０６ｂによって識別される。こ
れらの２つの仮想ＡＰ８０２ａおよび８０４ｂは単一の物理ＡＰによって実装され得、こ
れらの２つの仮想ＡＰは単一の物理ＡＰの２つのインスタンスとして解釈され得る。別の
実装形態では、ＳＴＡ８０２は、少なくとも２つの周波数帯域、たとえば、周波数帯域８
０６ａおよび８０６ｂを介して単一の物理ＡＰとワイヤレス通信することと、２つの周波
数帯域の間で帯域切替えを実施することとを行うために構成される。この実装形態では、
２つのＡＰ８０４ａおよび８０４ｂは、２つの異なる周波数帯域８０６ａおよび８０６ｂ
上の単一の物理ＡＰの２つのインスタンスである。
【００９１】
　[00107]単一の物理ＡＰが、複数の仮想ＡＰ、たとえば、各仮想ＡＰが別個の周波数帯
域、たとえば、２つの周波数帯域８０６ａおよび８０６ｂ上で動作する、２つの仮想ＡＰ
８０４ａおよび８０４ｂからなるとき、単一の物理ＡＰは、異なるＭＡＣ　ＩＤ、たとえ
ば、異なるＢＳＳＩＤを用いてすべての帯域においてビーコンフレームをブロードキャス
トし得る。たとえば、２ＧＨｚ、５ＧＨｚおよび９００ＭＨｚ周波数帯域をもつ単一の物
理ＡＰは、第１の仮想ＡＰが、第１のＢＳＳＩＤを用いて２ＧＨｚ周波数帯域上で動作し
、第２の仮想ＡＰが、第２のＢＳＳＩＤを用いて５ＧＨｚ周波数帯域上で動作し、第３の
仮想ＡＰが、第３のＢＳＳＩＤを用いて９００ＭＨｚ周波数帯域上で動作するなど、各周
波数帯域のための各論理ＡＰである、３つの論理ＡＰからなる。
【００９２】
　[00108]２つのＡＰ８０４ａとＡＰ８０４ｂとの間でのＳＴＡ８０２の切替え中に、ロ
ーミングが行われ得る。２つのＡＰ８０４ａおよび８０４ｂは、同じ物理的ロケーション
においてまたは個々に２つの別個の物理的ロケーションにおいて展開され得る２つの別個
の物理ＡＰであり得る。２つのＡＰ８０４ａおよび８０４ｂはまた、単一の物理ＡＰの２
つの仮想ＡＰであり得る。この場合、ＳＴＡ８０２が２つの仮想ＡＰ８０４ａと仮想ＡＰ
８０４ｂとの間で切り替わるとき、ローミングは依然として起こり得る。一実装形態では
、２つの仮想ＡＰ８０４ａおよび８０４ｂは、それぞれ、各々が２つの別個の周波数帯域
上で動作する、２つの論理チャネル８０６ａおよび８０６ｂに対応する。たとえば、仮想
ＡＰ８０４ａの論理チャネル８０６ａは２ＧＨｚ周波数帯域上で動作し、仮想ＡＰ８０４
ｂの論理チャネル８０６ｂは５ＧＨｚ周波数帯域上で動作する。最初に、ＳＴＡ８０２は
、チャネル８０６ａを介して仮想ＡＰ８０４ａに関連付けられる。ローミング動作中に、
ＳＴＡ８０２は、チャネル８０６ｂを介して仮想ＡＰ８０４ｂに関連付けメッセージまた
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は再関連付けメッセージを送る。ＡＰ８０４ｂが、関連付けメッセージまたは再関連付け
メッセージを受け付けた後、ＳＴＡ８０２は、ＡＰ８０４ｂとのセキュリティハンドシェ
イクを実施する。一方、ＡＰ８０４ａは、それの送信バッファにおいてＳＴＡ８０２のた
めの利用可能なデータパケットをフラッシュし得る。ＡＰ８０４ａは、それがＳＴＡ８０
２のために受信する何らかの新しいデータパケットをＡＰ８０４ｂにフォワーディングし
得る。その後、ＳＴＡ８０２は、ＡＰ８０４ｂから、フォワーディングされた新しいデー
タパケットを含む、新しいデータパケットを受信し始め得る。ローミング動作のある実装
形態では、ＡＰ８０４ａが、それの送信バッファにおいてデータパケットをフラッシュし
たとき、ＳＴＡ８０２とＡＰ８０４ａとの間のアプリケーションストリームは中断され得
る。ＳＴＡ８０２とＡＰ８０４ａとの間の接続が、ＳＴＡ８０２とＡＰ８０４ｂとの間の
接続が行われる前に切られ得るので、ＳＴＡ８０２と２つのＡＰ８０４ａおよび８０４ｂ
との間のデータ転送は、ＭＡＣ接続の再確立、たとえば、ブロック確認応答セッションセ
ットアップにより、しばらくの間停止され得る。その時間的停止またはギャップ時間は、
ＴＣＰタイムアウトおよび／またはアプリケーションセッションリセットを引き起こし得
る。さらに、ＡＰ８０４ａが、ローミング中に送信バッファにおいてデータパケットをフ
ラッシュし得るので、ローミングはパケットロスまたはＴＣＰ再送信をケーシングし得る
。
【００９３】
　[00109]図９Ａおよび図９Ｂに、２つのＡＰ（たとえば、図８のＡＰ８０４ａおよび８
０４ｂ）とＳＴＡ（たとえば、図８のＳＴＡ８０２）との間の別の例示的な通信方法の２
つのフローチャートを示す。図９Ａに示された方法は、図８の２つのＡＰ８０４ａおよび
８０４ｂのうちのいずれか１つによって実施され得る。図９Ｂに示された方法は、ＳＴＡ
、たとえば、図８のＳＴＡ８０２によって実施され得る。一実装形態では、２つのＡＰ８
０４ａおよび８０４ｂは、２つのＭＡＣ　ＩＤ（たとえば、ＢＳＳＩＤ）８０６ａまたは
８０６ｂを介してＳＴＡ８０２とワイヤレス通信する。
【００９４】
　[00110]一実装形態では、第１のＢＳＳＩＤを有するＡＰ８０４ａと第２のＢＳＳＩＤ
を有するＡＰ８０４ｂの両方が、２つのワイヤレスチャネル８０６ａおよび８０６ｂを介
してＳＴＡ８０２とワイヤレス通信する。ワイヤレスチャネル８０６ａまたは８０６ｂは
物理周波数チャネルまたは論理チャネルであり得る。いくつかの実装形態では、ＢＳＳＩ
Ｄは１つのワイヤレスチャネルにタイである。ＢＳＳＩＤをもつパケットが、利用可能な
ワイヤレスチャネルのうちのいずれかを介して送信され得る。
【００９５】
　[00111]図９Ａに示されているように、ブロック９０２において、ＡＰ８０４ａは第１
のデータパケットを生成する。ブロック９０４において、ＡＰ８０４ａは、ワイヤレスチ
ャネル８０６ａまたは８０６ｂのうちの少なくとも１つを介してＳＴＡ９０２に第１のＢ
ＳＳＩＤをもつ第１のデータパケットを送信する。いくつかの実装形態では、第１のＡＰ
８０４ａは、第１のワイヤレスチャネル８０６ａを介して第１のデータパケットを送信す
る。この後に、ブロック９０６において、ＡＰ８０４ａは、ワイヤレスチャネル８０６ａ
または８０６ｂのうちの少なくとも別の１つを介してＳＴＡ８０２からの確認応答を検出
するように構成される。ある他の実装形態では、ＡＰ８０４ａは、ワイヤレスチャネル８
０６ａを介して確認応答を検出するように構成される。ＡＰ８０４ａが、ＳＴＡ８０２か
らのＡＣＫを検出した場合、ＡＰ８０４ａは、ブロック９０８において、ＡＰ８０４ｂに
第２のデータパケットを送信する。別の実装形態では、第１のデータパケットおよび第２
のデータパケットは、連続するシーケンス番号を有する。他の場合、ＡＰ８０４ａは、ブ
ロック９１０において、ワイヤレスチャネル８０６ａまたは８０６ｂのうちの少なくとも
１つを介してＳＴＡ８０２に第１のＢＳＳＩＤをもつ第１のデータパケットを再送信する
。
【００９６】
　[00112]図９Ｂは、ＳＴＡ８０２によって実施される方法の対応するフローチャートを
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示している。ブロック９１２において、ＳＴＡ８０２は、ワイヤレスチャネル８０６ａま
たは８０６ｂのうちの少なくとも１つを介してＡＰ８０４ａによって送信された第１のＢ
ＳＳＩＤをもつ第１のデータパケットを受信するように構成される。いくつかの実装形態
では、ＳＴＡ８０２は、ワイヤレスチャネル８０６ａを介して第１のデータパケットを受
信するように構成される。ブロック９１４において、ＳＴＡ８０２は、次いで、第１のデ
ータパケットを復調し、復号し、確認応答を生成する。いくつかの他の実装形態では、Ｓ
ＴＡ８０２は、ワイヤレスチャネル８０６ａを介して確認応答を送信するように構成され
る。ＳＴＡ８０２が第１のデータパケットを成功して受信した場合、ＳＴＡ８０２は、ブ
ロック９１６において、ワイヤレスチャネル８０６ａまたは８０６ｂのうちの少なくとも
別の１つを介してＡＰ８０４ａにＡＣＫを送信する。他の場合、ＳＴＡ８０２は、ブロッ
ク９２０において、ワイヤレスチャネル８０６ａまたは８０６ｂのうちの少なくとも別の
１つを介してＡＰ８０４ａにＮＡＫを送る。ブロック９１８において、ＳＴＡ８０２が、
ＡＰ８０４ａから第１のデータパケットを成功して受信した後、ＳＴＡ８０２は、ワイヤ
レスチャネル８０６ｂを介してＡＰ８０４ｂによって送信された第２のＢＳＳＩＤをもつ
第２のデータパケットを受信するように構成される。いくつかの実装形態では、第１のデ
ータパケットおよび第２のデータパケットは、連続するシーケンス番号を有するように構
成される。
【００９７】
　[00113]図１０は、図１のワイヤレス通信システム内に展開され得る２つのデバイス、
受信側１００２および発信側１００４のためのブラック確認応答アーキテクチャ１０００
の機能ブロック図である。発信側１００４は、図１のＡＰ１０４、図６のＡＰ６０４また
は図８のいずれかのＡＰ８０４において展開され得、受信側１００２は、図１のいずれか
のＳＴＡ１０６、図６のいずれかのＳＴＡ６０２または図８の８０２である。受信側１０
０２は、図１のＡＰ１０４、図６のＡＰ６０４または図８のいずれかのＡＰ８０４におい
て展開され得、発信側１００４は、図１のいずれかのＳＴＡ１０６、図６のいずれかのＳ
ＴＡ６０２または図８の８０２である。受信側１００２は、ワイヤレスチャネル（たとえ
ば、図５のいずれかの周波数帯域５０６中のワイヤレスチャネル）を介して発信側１００
４と通信し得る。図１０に示されているように、発信側１００４は、送信バッファ制御１
００６とアグリゲーション制御１００８とを含む。受信側１００２は、受信並べ替えバッ
ファ制御１０１０と、スコアボードコンテキスト制御１０１２と、デアグリゲーション制
御１０１２とを含む。発信側１００４は、受信側１００２に少なくとも１つのＡ－ＭＰＤ
ＵまたはＭＰＤＵ１０１６を送信し、受信側１００２から少なくとも１つの応答フレーム
またはブロック確認応答（ＢｌｏｃｋＡｃｋ）フレーム１０１８を受信する。
【００９８】
　[00114]送信バッファ制御１００６は、少なくとも２つのパラメータ、ＷｉｎＳｔａｒ
ｔＯパラメータ１０２０とＷｉｎＳｉｚｅＯパラメータ１０２２とで構成され、送信のた
めにＭＰＤＵをサブミットし、送信バッファ制御１００６は、受信側１００２からブロッ
ク確認応答フレームを受信すると、送信バッファをリリースする。ＷｉｎＳｔａｒｔＯパ
ラメータ１０２０は、発信側１００４の送信ウィンドウの開始シーケンス番号パラメータ
、ＳｔａｒｔｉｎｇＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒによって定義される。ＷｉｎＳｉｚｅ
Ｏパラメータ１０２２は、ブロック確認応答合意においてネゴシエートされるバッファの
数によって定義される。
【００９９】
　[00115]アグリゲーション制御１００８は、複数のＭＰＤＵからアグリゲート媒体アク
セス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ：aggregated medium access control
 protocol data unit）を作成する。それは、受信側１００２からのＢｌｏｃｋＡｃｋ応
答を送信請求するために、送信されたＱｏＳデータフレームの確認応答ポリシーフィール
ドを調整し得る。
【０１００】
　[00116]受信並べ替えバッファ１０１０は、媒体アクセス制御サービスデータユニット
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（ＭＳＤＵ：medium access control service data unit）またはアグリゲートＭＳＤＵ
（Ａ－ＭＳＤＵ：aggregated MSDU）が、受信されたシーケンス番号の順に次のＭＡＣプ
ロセスへと上に最終的に受け渡されるように、ＭＳＤＵまたはＡ－ＭＳＤＵを並べ替える
ことを担当する。受信並べ替えバッファ１０１０１は、ブロック確認応答合意の一部であ
る重複フレーム（すなわち、現在バッファされているフレームと同じシーケンス番号を有
するフレーム）を識別し、廃棄することをも担当し得る。受信並べ替えバッファ制御１０
１０は、この並べ替えを実施するために、スコアボードコンテキスト制御に依存しないそ
れ自体の状態を維持し得る。一実装形態では、受信並べ替えバッファ制御１０１０は関係
する制御状態を含んでいる。
【０１０１】
　[00117]ブロック確認応答合意のために、受信側１００２は完全状態動作または部分状
態動作のいずれかを選定し得る。一実装形態では、受信側１００２は、いくつかの合意の
ための完全状態動作と他の合意のための部分状態動作とを同時に使用する。スコアボード
コンテキスト制御１０１２は、ブロック確認応答合意のためにＭＳＤＵまたはＡ－ＭＳＤ
Ｕの現在の受信ステータスを含んでいる確認応答ビットマップを記憶し得る。完全状態動
作の下で、ステータスは静的に割り当てられたメモリにおいて維持され得る。部分状態動
作の下で、ステータスはキャッシュメモリにおいて維持され得る。したがって、ステータ
ス情報は代替をキャッシュすることがある。このエンティティは、ＢｌｏｃｋＡｃｋ応答
中で発信側１００４に送られるべき、ビットマップと、開始シーケンス番号、Ｓｔａｒｔ
ｉｎｇＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒフィールドのための値とを与える。
【０１０２】
　[00118]デアグリゲーション制御１０１４は、Ａ－ＭＰＤＵ１０１６中に含まれている
フレームを分離し得る。受信されたＭＰＤＵは、スコアボードコンテキスト制御１０１２
によってならびに受信並べ替えバッファ制御１０１０によって分析され得る。ブロック確
認応答合意は、ブラック確認応答合意を成功して確立したブロック確認応答追加（ＡＤＤ
ＢＡ：add Block Acknowledgement）応答フレームからのアドレス１と、アドレス２と、
トラフィック識別子（ＴＩＤ：traffic identifier）とのタプルによって一意に識別され
得る。ＡＤＤＢＡ応答フレームのアドレス１に対応するＳＴＡは、発信側１００４など、
発信側であり得る。ＡＤＤＢＡ応答フレームのアドレス２に対応するＳＴＡは、受信側１
００２など、受信側であり得る。アドレス１、アドレス２、およびＴＩＤなど、パラメー
タについて、成功したＡＤＤＢＡ応答フレームと同じ値を含んでいるデータＭＰＤＵは、
そのＡＤＤＢＡ応答フレームの成功した受信によって確立されたブロック確認応答合意が
依然としてアクティブとすれば、そのブロック確認応答合意に関係する。
【０１０３】
　[00119]図１１に、例示的な通信方法１１００のフローチャートを示す。方法１１００
は、図１のＡＰ１０４またはいずれかのＳＴＡ１０６など、任意のワイヤレスデバイスに
よって実施され得る。方法１１００はバッファ管理方法を備える。図１１に示されている
ように、バッファ管理の一実装形態では、各ブロック確認応答合意について、ワイヤレス
デバイスが、次の予想されるシーケンス番号のパラメータ、ＮｅｘｔＥｘｐｅｃｔｅｄＳ
ｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒを維持する。ブロック確認応答合意が受け付けられたとき、
ＮｅｘｔＥｘｐｅｃｔｅｄＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒパラメータは０に初期化される
。
【０１０４】
　[00120]ブロック１１０２におけるワイヤレスデバイスによるフレームの受信時に、ワ
イヤレスデバイスは、ブロック１１０４において、フレームがブロック確認応答要求（Ｂ
ｌｏｃｋＡｃｋＲｅｑ）フレームであるのかデータフレームであるのかを決定する。ワイ
ヤレスデバイスが、受信されたフレームがデータフレームであることを決定した場合、ワ
イヤレスデバイスは、ブロック１１０６において、データフレームのシーケンス番号がＮ
ｅｘｔＥｘｐｅｃｔｅｄＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒパラメータよりも古いかどうかを
決定する。この後に、ブロック１１０８において、ワイヤレスデバイスは、フレームのシ
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ーケンス番号がブロック確認応答合意のためのＮｅｘｔＥｘｐｅｃｔｅｄＳｅｑｕｅｎｃ
ｅＮｕｍｂｅｒよりも古く、その場合、フレームが古いかまたは重複のいずれかであるの
で、フレームが廃棄されない限り、バッファ中にＭＳＤＵをバッファする。
【０１０５】
　[00121]ワイヤレスデバイスが、ブロック１１０４において、受信されたフレームがＢ
ｌｏｃｋＡｃｋＲｅｑフレームであることを決定した場合、ワイヤレスデバイスは、ブロ
ック１１１０において、ＢｌｏｃｋＡｃｋＲｅｑフレームを復号し、受信する。ブロック
１１１２において、ＢｌｏｃｋＡｃｋＲｅｑフレーム中に含まれているＳｔａｒｔｉｎｇ
ＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒよりも低いシーケンス番号をもつすべての完全なＭＳＤＵ
およびＡ－ＭＳＤＵが、次のＭＡＣプロセスへと上に受け渡され得る。ワイヤレスデバイ
スは、バッファ中に不完全なまたは欠落したＭＳＤＵまたはＡ－ＭＳＤＵがあるまで、連
続的にＳｔａｒｔｉｎｇＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒで開始するＭＳＤＵおよびＡ－Ｍ
ＳＤＵを上に受け渡し得る。
【０１０６】
　[00122]ブロック１１１４において、ＢｌｏｃｋＡｃｋＲｅｑフレームの受信の後にＭ
ＳＤＵまたはＡ－ＭＳＤＵが次のＭＡＣプロセスへと上に受け渡されず、ＢｌｏｃｋＡｃ
ｋＲｅｑフレームのＳｔａｒｔｉｎｇＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒがそのブロックＡｃ
ｋ合意のためのＮｅｘｔＥｘｐｅｃｔｅｄＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒよりも新しい場
合、そのブロック確認応答合意のためのＮｅｘｔＥｘｐｅｃｔｅｄＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕ
ｍｂｅｒはＢｌｏｃｋＡｃｋＲｅｑフレームのシーケンス番号に設定される。
【０１０７】
　[00123]ＭＰＤＵが受信された後、受信バッファ（たとえば、第１のバッファまたは第
２のバッファ）がいっぱいである場合、最早シーケンス番号をもつ完全なＭＳＤＵまたは
Ａ－ＭＳＤＵは次のＭＡＣプロセスへと上に受け渡され得る。ＭＰＤＵが受信された後、
受信バッファがいっぱいでないが、最低シーケンス番号をもつバッファ中の完全なＭＳＤ
ＵまたはＡ－ＭＳＤＵのシーケンス番号が、そのブロック確認応答合意のためのＮｅｘｔ
ＥｘｐｅｃｔｅｄＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒに等しい場合、ＭＰＤＵは次のＭＡＣプ
ロセスへと上に受け渡され得る。
【０１０８】
　[00124]ワイヤレスデバイスが、ブロック確認応答合意のためのＭＳＤＵまたはＡ－Ｍ
ＳＤＵを次のＭＡＣプロセスへと上に受け渡すたびに、そのブロック確認応答合意のため
のＮｅｘｔＥｘｐｅｃｔｅｄＳｅｑｕｅｎｃｅＮｕｍｂｅｒは、次のＭＡＣプロセスへと
上に受け渡されたＭＳＤＵまたはＡ－ＭＳＤＵのシーケンス番号＋１に設定される。別の
実装形態では、装置は、シーケンス番号の昇順にＭＳＤＵとＡ－ＭＳＤＵとを次のＭＡＣ
プロセスへと上に受け渡す。
【０１０９】
　[00125]図１２は、チャネル切替えのためのワイヤレス通信の方法１２００の一例のフ
ローチャートである。本方法は図１のＡＰ１０４によって実施され得る。ブロック１２０
２において、ＡＰ１０４は、第１のチャネルまたは第２のチャネルのうちの少なくとも第
１の１つを介してＳＴＡ（たとえば、図１のいずれかのＳＴＡ１０６）に第１のデータパ
ケットを送信する。第１のデータパケットを送信するための手段が送信機２１０とアンテ
ナ２１６と（図２）を含み得る。ブロック１２０４において、ＡＰ１０４は、第１のチャ
ネルまたは第２のチャネルのうちの少なくとも第２の１つを介してＳＴＡ１０６によって
送信された第１の確認応答を受信し、第１の確認応答は、ＳＴＡ１０６によって受信され
た第１のデータパケットに関連付けられた第１の受信情報を備える。トランシーバ２１４
が、ウェイクアップ信号の受信を検出したことに応答してアクティブにされる。第１の確
認応答を受信するための手段が受信機２１２とアンテナ２１６と（図２）を含み得る。ブ
ロック１２０６において、ＡＰ１０４は、プロセッサが、第１の確認応答が第１の受信情
報の肯定応答を備えることを検出した後、第２のチャネルを介してＳＴＡ１０６に第２の
データパケットを送信する。
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【０１１０】
　[00126]図１３は、チャネル切替えのためのワイヤレス通信の別の例示的な方法１３０
０のフローチャートである。本方法は図１のＳＴＡ１０６によって実施され得る。ブロッ
ク１３０２において、ＳＴＡ１０６は、第１のチャネルまたは第２のチャネルのうちの少
なくとも第１の１つを介してＡＰ（たとえば、図１のＡＰ１０４）によって送信された第
１のデータパケットを受信し得る。第１のデータパケットを受信するための手段が受信機
２１２とアンテナ２１６と（図２）を含み得る。ブロック１３０４において、ＳＴＡ１０
６は、第１のチャネルまたは第２のチャネルのうちの少なくとも第２の１つを介してＡＰ
１０４に第１の確認応答を送信し、第１の確認応答は、トランシーバによって受信された
第１のデータパケットに関連付けられた第１の受信情報を備える。第１の確認応答を送信
するための手段が送信機２１０とアンテナ２１６とを含み得る。ブロック１３０６におい
て、ＳＴＡ１０６は、第２のチャネルを介してＡＰ１０４によって送信された第２のパケ
ットを受信し、第１のパケットおよび第２のパケットは、連続するシーケンス番号を有す
るように構成される。第２のパケットを受信するための手段が受信機２１２とアンテナ２
１６とを含み得る。
【０１１１】
　[00127]図１４は、チャネル切替えのための例示的なワイヤレス通信システム１４００
の機能ブロック図である。通信システム１４００は、図１のＡＰ１０４の例示的な実装形
態得る。通信１４００は、第１のチャネルまたは第２のチャネルのうちの少なくとも第１
の１つを介して局に第１のデータパケットを送信するための手段１４０２と、第１のチャ
ネルまたは第２のチャネルのうちの少なくとも第２の１つを介して局によって送信された
第１の確認応答を受信するための手段１４０２と、第１の確認応答が、局によって受信さ
れた第１のデータパケットに関連付けられた第１の受信情報を備える、プロセッサが、第
１の確認応答が第１の受信情報の肯定応答を備えることを検出した後、第２のチャネルを
介して局に第２のデータパケットを送信するための手段１４０６とを含む。第１のデータ
パケットを送信するための手段１４０２は送信機２１０とアンテナ２１６と（図２）を含
み得る。第１の確認応答を受信するための手段１４０４は受信機２１２とアンテナ２１６
と（図２）を含み得る。第１のデータパケットを送信するための手段１４０６も送信機２
１０とアンテナ２１６と（図２）を含み得る。
【０１１２】
　[00128]図１５は、チャネル切替えのための例示的なワイヤレス通信システム１５００
の機能ブロック図である。通信システム１５００は、図１のＳＴＡ１０６の例示的な実装
形態得る。通信１５００は、第１のチャネルまたは第２のチャネルのうちの少なくとも第
１の１つを介して局によって送信された第１のデータパケットを受信するための手段１５
０２と、第１のチャネルまたは第２のチャネルのうちの少なくとも第２の１つを介して局
に第１の確認応答を送信するための手段１５０４と、第１の確認応答は、トランシーバに
よって受信された第１のデータパケットに関連付けられた第１の受信情報を備え、第２の
チャネルを介して局によって送信された第２のパケットを受信するための手段１５０６と
を含み、第１のパケットおよび第２のパケットは、連続するシーケンス番号を有するよう
に構成される。第１のデータパケットを受信するための手段１５０２は受信機２１２とア
ンテナ２１６と（図２）を含み得る。第１の確認応答を送信するための手段１５０４は送
信機２１０とアンテナ２１６とを含み得る。第２のパケットを受信するための手段１５０
６は受信機２１２とアンテナ２１６とを含み得る。
【０１１３】
　[00129]他の実装形態が可能である。たとえば、一実装形態では、各ＡＰが２つの周波
数帯域のうちの１つの上で動作する、２つのＡＰがある。ＳＴＡが、それら２つのＡＰへ
のＳＴＡの通信中に帯域および／またはチャネル切替えを実施し得る。
【０１１４】
　[00130]別の実装形態では、帯域および／またはチャネル切替え中に、データストリー
ムが、少なくとも１つのＡＰからＳＴＡに転送されるダウンリンクデータストリームであ
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る。ＡＰはダウンリンクデータストリームの送信側にあり、ＳＴＡはダウンリンクデータ
ストリームの受信側にある。いくつかの実装形態では、データストリームは、ＳＴＡから
少なくとも１つのＡＰに転送されるアップリンクデータストリームである。いくつかの他
の実装形態では、データストリームはピアツーピアデータストリームである。
【０１１５】
　[00131]また別の実装形態では、帯域および／またはチャネル切替え中に、ＳＴＡは、
ＳＴＡが少なくとも１つのＡＰに通信するとき、少なくとも２つの周波数帯域および／ま
たはチャネル上で単一のＭＡＣアドレスを使用する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡは
、少なくとも２つの周波数帯域および／またはチャネル上で少なくとも２つの異なるＭＡ
Ｃアドレスを使用する。
【０１１６】
　[00132]一実装形態では、帯域切替えは、関係する周波数帯域および／またはチャネル
の大部分が帯域切替え動作中に動作可能であるように、データストリームごとの切替えで
ある。各データストリームは方向（ダウンリンクおよびアップリンク）および／またはＴ
ＩＤによって識別される。ある周波数帯域から別の周波数帯域への１つのデータストリー
ムの転送は、どの帯域上で別のストリームが動作可能であるかに影響を及ぼさない。
【０１１７】
　[00133]別の実装形態では、帯域切替えは、ＳＴＡがそれから切り替わる周波数帯域が
帯域切替えの後に動作可能でないように、全ＳＴＡ切替えである。この場合、１つのデー
タストリームの転送は、両方向のすべてのデータストリームとすべてのＴＩＤとが、ＳＴ
Ａがそれに切り替わる新しい周波数帯域上で動作可能であることを示す。
【０１１８】
　[00134]本明細書で使用される「決定すること」という用語は、多種多様なアクション
を包含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理するこ
と、導出すること、調査すること、探索すること（たとえば、テーブル、データベース、
または別のデータ構造の中で探索すること）、確認することなどを含み得る。また、「決
定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること（
たとえば、メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、「決定するこ
と」は、解決すること、選択すること、選定すること、確立することなどを含み得る。さ
らに、本明細書で使用される「チャネル幅」は、いくつかの態様では帯域幅を包含するこ
とがあるか、または帯域幅と呼ばれることもある。
【０１１９】
　[00135]本明細書で使用される、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は
、単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、
またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ
－ｂ－ｃを包含するものとする。
【０１２０】
　[00136]上記で説明された方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウ
ェアおよび／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）
モジュールなど、それらの動作を実施することが可能な任意の好適な手段によって実施さ
れ得る。概して、図に示されたどの動作も、その動作を実施することが可能な対応する機
能的手段によって実施され得る。
【０１２１】
　[00137]本開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、およ
び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウ
ェア構成要素、あるいは本明細書で説明された機能を実施するために設計されたそれらの
任意の組合せを用いて実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサで
あり得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイ
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クロコントローラまたは状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデ
バイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプ
ロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の
他のそのような構成として実装され得る。
【０１２２】
　[00138]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に
記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読
媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒
体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータに
よってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－Ｒ
ＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレー
ジデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送また
は記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体
を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。
たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジ
タル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技
術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、お
よびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される
ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レ
ーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（
disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登
録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し
、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつかの
態様では、コンピュータ可読媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体
）を備え得る。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は一時的コンピュー
タ可読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲
内に含まれるべきである。
【０１２３】
　[00139]本明細書で開示される方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複
数のステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは
、特許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップま
たはアクションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクシ
ョンの順序および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０１２４】
　[00140]説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアまたはそれ
らの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合、機能は１つまたは複
数の命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の
光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あ
るいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するため
に使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることが
できる。
【０１２５】
　[00141]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示される動作を実施するための
コンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム
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製品は、本明細書で説明された動作を実施するために１つまたは複数のプロセッサによっ
て実行可能である命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を
備え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を含
み得る。
【０１２６】
　[00142]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１２７】
　[00143]さらに、本明細書で説明された方法および技法を実施するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によ
ってダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。た
とえば、そのようなデバイスは、本明細書で説明された方法を実施するための手段の転送
を可能にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明された様々な方法
は、ユーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると
様々な方法を得ることができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパク
トディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって提供さ
れ得る。その上、本明細書で説明された方法および技法をデバイスに提供するための任意
の他の好適な技法が利用され得る。
【０１２８】
　[00144]特許請求の範囲は、上記で示された厳密な構成および構成要素に限定されない
ことを理解されたい。上記で説明された方法および装置の構成、動作および詳細において
、特許請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
【０１２９】
　[00145]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範
囲によって決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　通信システムとワイヤレス通信するための装置であって、前記装置は、
　第１のデータパケットと第２のデータパケットとを記憶するように構成されたメモリユ
ニットと、前記第１のデータパケットおよび前記第２のデータパケットは、連続するシー
ケンス番号を有する、
　前記メモリユニットに動作可能に結合され、前記メモリユニットから前記第１のデータ
パケットと前記第２のデータパケットとを取り出すように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに動作可能に結合されたトランシーバと、前記トランシーバは、データ
を通信するためのワイヤレスの第１のチャネルとワイヤレスの第２のチャネルとを含み、
前記装置は、前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケット
を送信するように、前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を備える前記通
信システムから第１の確認応答を前記第１のチャネルを介して受信するように、および前
記第１の確認応答が、前記第１のデータパケットの成功した受信を示す受信情報を含むこ
とを前記装置が決定した後、前記第２のチャネルを介して前記通信システムに前記第２の
データパケットを送信することとを行うように、構成される、
　を備える、装置。
　［Ｃ２］
　前記第１のチャネルが、第１の周波数においてデータを通信するように構成され、前記
第２のチャネルが、第２の周波数においてデータを通信するように構成され、前記第２の
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周波数が前記第１の周波数とは異なる、Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ３］
　前記通信システムが、前記第１のチャネルと前記第２のチャネルの両方を同時に監視す
る、Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ４］
　前記装置が、前記第１の確認応答が前記第１のデータパケットが受信されなかったこと
を示すことを受信したとき、前記装置は、
　前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通
信システムに前記第１のデータパケットを再送信するように、
　前記第１のデータパケットを再送信するために使用された前記第１または第２のチャネ
ルを介して第２の確認応答を受信するように、前記第２の確認応答は、前記通信システム
による前記再送信された第１のデータパケットの受信ステータスを示す受信情報を含む、
　を行うためにさらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ５］
　前記装置が、ある時間の長さの間に前記第１の確認応答を受信することに失敗したとき
、前記装置は、
　前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通
信システムに前記第１のデータパケットを再送信するように、および、　前記第１のデー
タパケットを再送信するために使用された前記第１または第２のチャネルを介して第２の
確認応答を受信するように、前記第２の確認応答は、前記通信システムによる前記再送信
された第１のデータパケットの受信ステータスを示す受信情報を含むように、さらに構成
された、Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ６］
　前記メモリユニットは、第３のデータパケットを記憶するようにさらに構成され、ここ
において、前記プロセッサは、前記第３のパケットを取り出すようにさらに構成され、お
よび、ここにおいて、前記装置は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のパケットと前記第３のパケ
ットおよびとを送信するように、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから前記第１のデータパケットと前記第
３のデータパケットとに関連付けられた受信情報を備える第２の確認応答を受信するよう
に、
　さらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ７］
　前記装置は、前記第２の確認応答が、前記第１のデータパケットが受信されなかったこ
とを示すことを受信したとき、前記装置は、
　前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通
信システムに前記第１のデータパケットを再送信するように、および
　前記第１のデータパケットを再送信するために使用された前記第１または第２のチャネ
ルを介して第３の確認応答を受信するように構成され、前記第３の確認応答は、前記通信
システムにより前記再送信された第１のデータパケットの受信ステータスを示す受信情報
を含む、さらにように構成される、
　Ｃ６に記載の装置。
　［Ｃ８］
　前記装置が、ある時間の長さの間に前記第２の確認応答を受信することに失敗したとき
、前記装置は、
　前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通
信システムに、前記第１のパケットと前記第３のパケットとを再送信するように、および
　前記第１のデータパケットを再送信するために使用された前記第１または第２のチャネ
ルを介して第３の確認応答を受信するように、前記第３の確認応答は、前記通信システム
により前記再送信された第１のデータパケットの受信ステータスを示す受信情報を含む、
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　さらに構成された、Ｃ６に記載の装置。
　［Ｃ９］
　前記装置は、前記装置が、前記第１の確認応答が前記第１のデータパケットの成功した
受信を示すことを受信したとき、別の通信システムに前記第２のデータパケットを送信す
るようにさらに構成される、Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ１０］
　前記装置は、前記別の通信システムと少なくとも前記トランシーバを共有する、Ｃ９に
記載の装置。
　［Ｃ１１］
　通信システムとワイヤレス通信するための装置であって、前記装置は、
　第１のチャネルと第２のチャネルとに関連付けられた情報を記憶するように構成された
メモリユニットと、
　前記メモリユニットに動作可能に結合されたプロセッサと、前記プロセッサは前記メモ
リユニットから前記情報を取り出すように構成される、
　前記プロセッサに動作可能に結合されたトランシーバと、
　　前記トランシーバは、データを通信するためのワイヤレスの第１のチャネルとワイヤ
レスの第２のチャネルとを含み、
　　前記装置は、
　　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１のデータパケットを受信す
るように、
　　　前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を備える第１の確認応答を前
記第１のチャネルを介して送信するように、および、
　　前記第２のチャネルを介して前記通信システムから第２のパケットを受信するように
、構成される、前記第１のパケットおよび前記第２のパケットは、連続するシーケンス番
号を有する、を備える、装置。
　［Ｃ１２］
前記装置は、
　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから前記第１のデータパケットを受信
することと、前記第１のチャネルは第１の周波数において動作し、
　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１の確認応答を送信すること
と、
　　前記第２のチャネルを介して前記第２のパケットを受信することと、前記第２のチャ
ネルは第２の周波数において動作し、
を行うようにさらに構成された、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１３］
　前記装置が、前記第１のチャネルと前記第２のチャネルとを同時に監視する、Ｃ１１に
記載の装置。
　［Ｃ１４］
　前記装置は、前記装置が前記第１のデータパケットを受信することに失敗したとき、前
記第１のパケットの失敗された受信を示すために前記第１の確認応答を生成するようにさ
らに構成され、および前記装置が、前記第１のチャネルを介して前記通信システムから前
記第１のパケットを受信するようにさらに構成される、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　前記装置は、前記装置が前記第１のパケットを成功して受信したとき、前記第１のパケ
ットの成功した受信を示すために前記第１の確認応答を生成するように構成される、Ｃ１
１に記載の装置。
　［Ｃ１６］
前記装置は、
　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから前記１つの第１のパケットと１つ
の第３のパケットとを受信するように、
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　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第２の確認応答を送信するように、
前記第２の確認応答は、前記第１のパケットまたは前記第３のパケットのうちの少なくと
も１つの受信ステータスを示す受信情報を含む、
　　さらに構成された、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１７］
　前記装置は、
　　前記装置が前記第１のパケットを受信することに失敗したとき、前記第１のパケット
の失敗した受信に関連付けられた情報を示すために前記第２の確認応答を生成するように
構成され、ここにおいて、前記装置は、前記第１のチャネルを介して前記通信システムか
ら前記第１のパケットを受信するようにさらに構成される、
　　Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記装置が、前記第１のパケットと前記第３のパケットとを成功して受信したとき、前
記第２の確認応答は、前記第１のパケットの成功した受信と前記第３のパケットの成功し
た受信とに関連付けられた情報を備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　第１のワイヤレスチャネルと第２のワイヤレスチャネルとを介して通信システムとワイ
ヤレス通信する方法であって、
　前記方法は、
　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１のデータパケットを送信するこ
とと、
　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１の確認応答を受信することと
、前記第１の確認応答は、前記第１のデータパケットの成功した受信が行われたかどうか
を示す受信情報を含む、
　　前記第１の確認応答が前記第１のデータパケットの成功した受信を示すとき、前記第
２のチャネルを介して前記通信システムに前記第２のデータパケットを送信することと、
を備える、
　前記方法。
　［Ｃ２０］
　前記第１のデータパケットを送信することは、第１の周波数において前記第１のチャネ
ルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケットを送信することを備え、
　ここにおいて、前記第１の確認応答を受信することは、前記第１のチャネルを介して前
記通信システムから前記第１の確認応答を受信することを備え、
　および、ここにおいて、前記第２のデータパケットを送信することは、第２の周波数に
おいて前記第２のチャネルを介して前記第２のデータパケットを送信することを備える、
　Ｃ１９に記載の方法。
　［Ｃ２１］
　前記通信システムは、前記第１のワイヤレスチャネルと前記第２のワイヤレスチャネル
とを同時に監視する、Ｃ１９に記載の方法。
　［Ｃ２２］
　前記方法は、
　　前記第１の確認応答が、前記第１のデータパケットが受信されなかったことを示すと
き、前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケットを再送信
することと、
　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第２の確認応答を受信することと
、前記第２の確認応答は、前記再送信された第１のデータパケットに関連付けられた受信
情報を含む、
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
　［Ｃ２３］
　前記方法は、
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　前記第１の確認応答が、ある時間の長さの間に受信されなかったとき、前記第１のチャ
ネルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケットを再送信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第２の確認応答を受信することと、
前記第２の確認応答は、前記再送信された第１のデータパケットに関連付けられた受信情
報を備える、
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
　［Ｃ２４］
　前記方法は、
　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに、前記第１のパケットと前記第３の
パケットおよびとを送信することと、
　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第２の確認応答を受信することと
、前記第２の確認応答は、前記第１のデータパケットまたは前記第３のデータパケットの
うちの少なくとも１つに関連付けられた受信情報を含む、
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
　［Ｃ２５］
　前記方法は、
　　前記第２の確認応答が、前記第１のデータパケットが成功して受信されなかったこと
を示すとき、前記第１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のデータパケット
を再送信することと、および
　　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第３の確認応答を受信することと
、前記第３の確認応答は、前記再送信された第１のデータパケットに関連付けられた受信
情報を含む、
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の方法。
　［Ｃ２６］
　前記方法は、
　前記第２の確認応答が、ある時間の長さの間に成功して受信されなかったとき、前記第
１のチャネルを介して前記通信システムに前記第１のパケットと前記第３のパケットを再
送信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第３の確認応答を受信することと、
前記第３の確認応答は、前記第１のデータパケットまたは前記第３のデータパケットのう
ちの前記少なくとも１つに関連付けられた第３の受信情報を含む、
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の方法。
　［Ｃ２７］
　前記方法は、前記第１の確認応答が、前記第１のデータパケットが受信されたことを示
すとき、別の通信システムに前記第２のデータパケットを送信することをさらに備える、
Ｃ１９に記載の方法。
　［Ｃ２８］
　ワイヤレスの第１のチャネルとワイヤレスの第２のチャネルとを介して通信システムと
ワイヤレス通信する方法であって、前記方法は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１のデータパケットを受信するこ
とと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１の確認応答を送信することと、前
記第１の確認応答は、前記受信された第１のデータパケットに関連付けられた第１の受信
情報を含み、
　前記第２のチャネルを介して前記通信システムから第２のパケットを受信することと、
前記第１のパケットおよび前記第２のパケットは、連続するシーケンス番号を有する、を
備える、方法。
　［Ｃ２９］
　前記第１のデータパケットを受信することは、第１の周波数において前記第１のチャネ
ルを介して前記通信システムから前記第１のデータパケットを受信することを備え、ここ
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において、前記第１の確認応答を送信することは、前記第１のチャネルを介して前記通信
システムに前記第１の確認応答を送信することを備え、および、ここにおいて、前記第２
のデータパケットを受信することは、第２の周波数において前記第２のチャネルを介して
前記第２のデータパケットを受信することを備える、Ｃ２８に記載の方法。
　［Ｃ３０］
　前記方法は、前記ワイヤレスの第１のチャネルと前記ワイヤレスの第２のチャネルとを
監視することをさらに備える、Ｃ２８に記載の方法。
　［Ｃ３１］
　前記方法は、
　前記第１のデータパケットが受信されなかったことを示すために、前記第１の確認応答
を設定することと、
　前記第１のデータパケットが受信されなかったとき、前記第１のチャネルまたは前記第
２のチャネルのうちの少なくとも１つを介して前記通信システムから前記第１のパケット
の再送信を受信することと
　をさらに備える、Ｃ２８に記載の方法。
　［Ｃ３２］
　前記方法は、前記第１のパケットが成功して受信されたことを示すために前記第１の確
認応答を設定することをさらに備える、Ｃ２８に記載の方法。
　［Ｃ３３］
　前記方法は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから前記１つの第１のパケットと第３の
パケットとを受信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第２の確認応答を送信することと、前
記第２の確認応答は、前記第１のパケットまたは前記第３のパケットのうちの少なくとも
１つに関連付けられた受信情報を含む、
　をさらに備える、Ｃ２８に記載の方法。
　［Ｃ３４］
　前記方法は、
　前記第１のパケットが受信されなかったことを示すために前記第２の確認応答を設定す
ることと、
　前記第１のパケットが前記第１のチャネルを介して受信されなかったとき、前記第１の
チャネルを介して前記通信システムから前記第１のパケットを受信することと
　を備える、Ｃ３３に記載の方法。
　［Ｃ３５］
　前記方法は、前記第１のパケットおよび前記第３のパケットが成功して受信されたとき
、前記第１のパケットの成功した受信と前記第３のパケットの成功した受信とを示すため
に、前記第２の確認応答を設定することを備える、Ｃ３３に記載の方法。
　［Ｃ３６］
　ワイヤレスの第１のチャネルとワイヤレスの第２のチャネルとを介して通信システムと
ワイヤレス通信するための装置であって、前記装置は、
　第１のデータパケットと第２のデータパケットとを記憶するための手段と、前記第１の
データパケットおよび前記第２のデータパケットは、連続するシーケンス番号を有し、
　前記記憶手段に動作可能に結合され、前記記憶手段から前記第１のデータパケットと前
記第２のデータパケットとを取り出すように構成された処理するための手段と、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１のデータパケットを送信するため
の手段と、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１の確認応答を受信するための手
段と、前記第１の確認応答は、前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を含
み、
　前記装置が、前記第１の確認応答が、前記第１のデータパケットの受信の肯定応答を含
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むことを受信した後、前記第２のチャネルを介して前記通信システムに前記第２のデータ
パケットを送信するための手段と
　を備える、装置。
　［Ｃ３７］
　記憶するための前記手段はメモリユニットを備え、ここにおいて、処理するための前記
手段がプロセッサを備え、ここにおいて、前記第１のデータパケットを送信するための前
記手段が送信機を備え、ここにおいて、前記第１の確認応答を受信するための前記手段が
受信機を備え、および前記第２のデータパケットを送信するための前記手段が前記送信機
を備える、Ｃ３６に記載の装置。
　［Ｃ３８］
　ワイヤレスの第１のチャネルとワイヤレスの第２のチャネルとを介して通信システムと
ワイヤレス通信するための装置であって、前記装置は、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１のデータパケットを受信するた
めの手段と、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１の確認応答を送信するための手段
と、前記第１の確認応答は、前記第１のデータに関連付けられた第１の受信情報を備え、
　前記第２のチャネルを介して前記通信システムから第２のパケットを受信するための手
段と、前記第１のパケットおよび前記第２のパケットは、連続するシーケンス番号を有す
る、
　を備える、装置。
　［Ｃ３９］
　前記第１のデータパケットを受信するための前記手段は受信機を備え、ここにおいて、
前記第１の確認応答を送信するための前記手段が送信機を備え、前記第２のパケットを受
信するための前記手段が前記受信機を備える、Ｃ３８に記載の装置。
　［Ｃ４０］
　実行されたとき、装置に、
　第１のチャネルを介して通信システムに第１のデータパケットを送信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムから第１の確認応答を受信することと、
前記第１の確認応答は、前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を備え、
　前記第１の確認応答が前記第１のデータパケットの成功した送信を示すかどうかを決定
することと、
　前記第１のデータパケットの前記送信が正常だったことが決定される場合、前記第２の
チャネルを介して前記通信システムに前記第２のデータパケットを送信することと、
　を行わせる、コードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ４１］
　実行されたとき、装置に、
　第１のチャネルを介して通信システムから第１のデータパケットを受信することと、
　前記第１のチャネルを介して前記通信システムに第１の確認応答を送信することと、前
記第１の確認応答は、前記第１のデータパケットに関連付けられた受信情報を備え、
　前記第２のチャネルを介して前記通信システムから第２のパケットを受信することと、
前記第１のパケットおよび前記第２のパケットが、連続するシーケンス番号を有する、
　を行わせる、コードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ４２］
　ワイヤレスの第１のチャネルと第２のチャネルとを介して通信システムとワイヤレス通
信するための装置であって、
　前記第１のチャネルからのデータパケットを記憶するように構成された第１のバッファ
と、
　前記第２のチャネルからのデータパケットを記憶するように構成された第２のバッファ
と、
　　前記第１のバッファの第１の開始シーケンス番号、
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　　前記第１のバッファの第１のウィンドウサイズ、
　　前記第２のバッファの第２の開始シーケンス番号、および
　　前記第２のバッファの第２のウィンドウサイズ
　を備える情報を記憶するように構成されたメモリユニットと、
　前記第１のバッファと、前記第２のバッファと、および前記メモリユニットとに動作可
能に結合されたプロセッサと、前記プロセッサは、前記第２の開始シーケンス番号に前記
第１の開始シーケンス番号をコピーするように、前記第２のウィンドウサイズに前記第１
のウィンドウサイズをコピーするように構成される、
　を備える、装置。
　［Ｃ４３］
　前記第１のチャネルおよび前記第２のチャネルがワイヤレスチャネルである、Ｃ４２に
記載の装置。
　［Ｃ４４］
　前記第１のチャネルが、前記通信システムに接続された論理チャネルであり、ここにお
いて、前記第２のチャネルが、別の通信システムに接続された別の論理チャネルである、
Ｃ４２に記載の装置。
　［Ｃ４５］
　前記メモリユニットが、次の予想されるシーケンス番号に関係する情報を記憶するよう
にさらに構成される、Ｃ４２に記載の装置。
　［Ｃ４６］
　前記プロセッサは、
　前記次に予想されるシーケンス番号を取り出すことと、
　前記第１のチャネルから第１のデータパケットを受信することと、前記第１のデータパ
ケットは第１のシーケンス番号を含み、
　前記第１のシーケンス番号が前記次に予想されるシーケンス番号よりも小さいとき、前
記第１のバッファ中に前記第１のデータパケットを挿入することと、
　前記第１のチャネルからブロック確認応答要求フレームを受信することと、前記ブロッ
ク確認応答要求フレームは第３の開始シーケンス番号を備え、
　前記第３の開始シーケンス番号であるために前記次に予想されるシーケンス番号を設定
することと、
　を行うようにさらに構成された、Ｃ４２に記載の装置。
　［Ｃ４７］
　前記プロセッサは、
　前記第２のチャネルから第２のデータパケットを受信することと、前記第２のデータパ
ケットは第２のシーケンス番号を備え、
　前記第２のシーケンス番号が前記次に予想されるシーケンス番号よりも小さいとき、前
記第２のバッファ中に前記第２のデータパケットを挿入することと、
　を行うようにさらに構成された、Ｃ４６に記載の装置。
　［Ｃ４８］
　第１のチャネルと第２のチャネルとを介して通信システムとワイヤレス通信する方法で
あって、前記方法は、
　第２のバッファの第２の開始シーケンス番号に第１のバッファの第１の開始シーケンス
番号をコピーすることと、
　前記第２のバッファの第２のウィンドウサイズに前記第１のバッファの第１のウィンド
ウサイズをコピーすることと、前記第１のバッファは、前記第１のチャネルからのデータ
パケットを記憶するように構成され、前記第２のバッファは、前記第２のチャネルからの
データパケットを記憶するように構成される、
　を備える、方法。
　［Ｃ４９］
　前記第１のチャネルおよび前記第２のチャネルは、２つのワイヤレスチャネルである、
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　［Ｃ５０］
　前記第１のチャネルは、前記通信システムに接続された論理チャネルであり、ここにお
いて、前記第２のチャネルは、別の通信システムに接続された別の論理チャネルである、
Ｃ４８に記載の方法。
　［Ｃ５１］
　前記方法は、
　次に予想されるシーケンス番号を取り出すことと、
　前記第１のチャネルから第１のデータパケットを受信することと、前記第１のデータパ
ケットは第１のシーケンス番号を備え、
　前記第１のシーケンス番号が前記次の予想されるシーケンス番号よりも小さいとき、前
記第１のバッファ中に前記第１のデータパケットを挿入することと、
　前記第１のチャネルからブロック確認応答要求フレームを受信することと、前記ブロッ
ク確認応答要求フレームは第３の開始シーケンス番号を備え、
　前記第３の開始シーケンス番号であるべき前記次に予想されるシーケンス番号を設定す
ることと、
　をさらに備える、Ｃ４８に記載の方法。
　［Ｃ５２］
　前記方法は、
　前記第２のチャネルから第２のデータパケットを受信することと、前記第２のデータパ
ケットは第２のシーケンス番号を備え、
　前記第２のシーケンス番号は前記次に予想されるシーケンス番号よりも小さいとき、前
記第２のバッファ中に前記第２のデータパケットを挿入すること、
　をさらに備える、Ｃ４８に記載の方法。
　［Ｃ５３］
　第１のチャネルと第２のチャネルとを介して通信システムとワイヤレス通信するための
装置であって、前記装置は、
　第２のバッファの第２の開始シーケンス番号に第１のバッファの第１の開始シーケンス
番号をコピーするための手段と、
　前記第２のバッファの第２のウィンドウサイズに前記第１のバッファの第１のウィンド
ウサイズをコピーするための手段と、前記第１のバッファは、前記第１のチャネルからの
データパケットを記憶するように構成され、前記第２のバッファは、前記第２のチャネル
からのデータパケットを記憶するように構成される、
　を備える、装置。
　［Ｃ５４］
　前記第１のバッファの前記第１の開始シーケンス番号をコピーするための前記手段はプ
ロセッサとメモリユニットとを備え、及びここにおいて、前記第１のバッファの前記第１
のウィンドウサイズをコピーするための前記手段は少なくともプロセッサとメモリユニッ
トとを備える、Ｃ５３に記載の装置。
　［Ｃ５５］
　実行されたとき、装置に、
　第２のバッファの第２の開始シーケンス番号に第１のバッファの第１の開始シーケンス
番号をコピーすることと、および
　前記第２のバッファの第２のウィンドウサイズに前記第１のバッファの第１のウィンド
ウサイズをコピーすることと、前記第１のバッファは、前記第１のチャネルからのデータ
パケットを記憶するように構成され、前記第２のバッファは、前記第２のチャネルからの
データパケットを記憶するように構成される、
　を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
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